
学会活動に関する調査（2024） 

集計結果 

１. グラフ集計 

1-1． 学術大会について ............................................................................ p.1 

1-2． 倫理規程等の有無について ............................................................. p.1 

1-3． 各種サービスの実施状況について .................................................. p.1 

２. 質問項目に対する各学会の回答 

2-1． 学術大会について ....................................................................... pp.2-4 

2-2． 学術大会以外の活動について ..................................................... pp.5-9 

2-3． 倫理規程等について ............................................................... pp.10-17 

2-4． 学会誌・機関誌について ........................................................ pp.18-21 

2-5． 学会賞・奨励賞について ........................................................ pp.22-26 

2-6． 経常的連携・国際的活動について ......................................... pp.27-31 

2-7． 各種サービスの実施について ................................................. pp.32-36 

 



48%

16%

36%

託児支援サービス

91%

4% 5%
参加費負担軽減等サービス

32%

13%
55%

障害支援サービス

32%

12%

54%

利益相反防止規程

27%

11%63%

ハラスメント防止規程

59%

5%

36%

倫理委員会等の設置

84%

9%
7%

倫理規定

57%29%

14%

直近大会の開催形態

対面

ハイブリッド

オンライン

5%

14%

36%
34%

11%

開催時期

1月～3月
4月～6月
7月～9月
10月～12月
不定期

1-1．学術大会について

1-2．倫理規程等の有無ついて

：有り ：作成中・検討中 ：無し
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：実施している ：検討中 ：実施していない

1-3．各種サービスの実施状況について



2-1．学術大会について

50音
NO.

学会名 開催時期 開催場所
直近大会の
参加者数

直近大会の
開催形態

年次大会開催に関する特記事項や苦労していること

1 産業・組織心理学会 8月末から9月初旬 大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 約300人 対面 大会開催校探しには苦労しています。

2 日本EMDR学会
開催時期は毎年異な
る

外部のイベント会場等 207名 対面
大会長の人選。スタッフメンバーの選出。講師の選出。会場の選定。開催費用の
やりくり。業者選定。対面開催か、オンライン開催か、ハイブリッドかの選択。

3 日本イメージ心理学会 12月初旬
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等/外部のカン
ファレンスセンター等

約60人 対面

4 日本LD学会 10月前後 2000人以上を収容できる大会場のある場所
4000人（対面2000
人，オンライン
2000人）

ハイブリッド形式 主催してくださる機関（大学等）探し

5 日本応用教育心理学会 12月上旬
コロナ禍前：外部のイベント会場
コロナ禍後：紙上発表，もしくはオンライン開催

約80人 オンライン

6 日本応用心理学会
8月下旬～9月下旬の
いずれか

大会準備委員会が所属している大学の教室・講堂等 約300人 対面

7 日本カウンセリング学会 7月～９月 原則として、大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 約1100人 オンライン
大会運営委員の所属する大学を会場とすることが慣例になっているが、会場校に
過剰な負担が生じることがある。

8 日本学生相談学会 ５月中～下旬
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等／外部のイベ
ント会場等

436 人（ワーク
ショップ324 人）

対面
開催校の確保
土日に授業があるため、大学での実施が困難
外部機関は会場費が高額

9 日本家族心理学会 9月〜11月 開催校の大学 200名 ハイブリッド形式 対面参加者数が減少していること。

10 日本学校心理学会 9月中旬
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等（昨年度はオ
ンライン開催，一部ハイブリッド）

600人 ハイブリッド形式 会場校を探すことに苦労しております。

11 日本感情心理学会 5月下旬
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等／外部のイベ
ント会場等

201名 対面
主催校として大会を引き受けてくださる機関（大学等）がなかなか決まらず，
様々なルートでお願いを差し上げています。

12 日本基礎心理学会
11月下旬から12月上
旬

主に大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 200人 対面
大会引き受け先の大学が少ない。学会員が減少しているだけでなく，教員数，大
学院生も減ってきているので引き受けてもらいにくい。

13 日本キャリア・カウンセリング学会 11月中旬
大会実行委員が所属している大学の教室・講堂/外部のイベン
ト会場

約500名 ハイブリッド形式 準備等の運営

14 日本キャリア教育学会 10月中旬～11月上旬 大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 約200人 ハイブリッド形式 開催校探し

15 日本教育カウンセリング学会 10～11月
全国の各支部でまわしているが、今後は学会本部が運営の中心
になる必要が生じている

約250人 ハイブリッド形式
年々、参加者が減少している。会員数の減少とともに、運営が可能な支部が減少
している

16 日本教育心理学会 9～10月 外部のイベント会場 700人 オンライン
17 日本教授学習心理学会 6月頃 持ち回り 約60名 オンライン 引き受けていただける大学等の候補校の選定、等
18 日本グループ・ダイナミックス学会 8-9月 会員が所属している大学の教室・講堂等 170人 対面
19 日本K-ABCアセスメント学会 8月頃 大学の教室または外部会場 約300人 オンライン

20 日本健康心理学会 ９月から12月頃
大会準備委員が所属している大学の教室・講堂等
※なお，コロナ禍においてはオンライン開催を行った。

300人程度 対面

21 日本交通心理学会 6月上旬
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂が基本となって
いるが、教習所などが主催の場合は外部のイベントホールなど
を利用することもある。

約200人 対面

22 日本行動科学学会
９月（日本心理学会
の前後）

日本心理学会の開催地近く 約40人 対面 主催者の選定
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2-1．学術大会について

50音
NO.

学会名 開催時期 開催場所
直近大会の
参加者数

直近大会の
開催形態

年次大会開催に関する特記事項や苦労していること

23 日本行動分析学会 8月中旬～9月中旬
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂、もしくは、外
部のイベント会場

約400人 対面

24 日本コミュニティ心理学会

新型コロナウイルス
感染症拡大前は6～7
月ごろの実施が多
かったが、2020年以
降は秋にずれ込んで
いる。

大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 約100人 対面

25 日本コラージュ療法学会
不定期　最近は秋か
ら初冬が多い。昨年
は12月9日，10日

主に大学の教室・講堂など　引き受ける大学がない場合，外部
のイベント会場を使用

150人 対面

・最近，年次大会を引き受けてくれる大学関係者がいない。仕方がなく学会理事
主催として開催せざるを得ない。
・公認心理師養成教育のため以前よりも多忙になっていることを理由に断られる
ことが多い。
・心理学諸学会連合がまとまって，改善意見を集約する必要。

26 日本催眠医学心理学会 11月頃 大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 62人 対面

27 日本質的心理学会 10月～11月 大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 約400人 対面
引き受け手をさがすことが困難ではあるが、近年は地域ごとにコンソーシアムを
組んで開催する例も増えてきている。

28 日本自閉症スペクトラム学会 8月中旬～下旬 大会実行委員が所属する大学の教室・講堂等 700人～900人程度 ハイブリッド形式 全国にある8支部で開催するようにしている

29 日本社会心理学会 8月～11月 大会準備委員長が所属している大学の教室・講堂等 577名 ハイブリッド形式
大会開催校は大会運営委員会を中心に選定するが、なかなか引き受けてくれる大
学、委員が見つからず、苦労している。今後の大会開催の方法、形式について議
論を続けている。

30 日本自律訓練学会 10月上旬 大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 約150人 対面

31 日本心理学会 9月
大会実行委員が所属している大学の教室・講堂，外部のイベン
ト会場等

3,000人 ハイブリッド形式

32 日本心理臨床学会 9月上旬
対面大会：外部のコンベンション施設等／Web大会：イン
ターネット上の特設サイト

約8,900人 対面、オンライン
会場探し：1つの発表につき2時間という設定をしている為、並行して使用する部
屋数が増えてしまいます。また、そもそもの参加者数が7,000～8,000人規模とな
る為、安全に運営できる会場となると限られてきます。

33 日本ストレスマネジメント学会 7~11月ごろ 大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 約150人 対面 大会主催校の選定に困ることがある

34 日本青年心理学会 11月前後 大会準備委員が所属している大学の教室・講堂等 約100人 対面
大会準備委員会の引き継ぎ，会場の確保（年度が変わってからでなければ教室の
確保ができない，会場使用料が高額な場合があるなど），大会運営の外部委託に
ついては検討中です。

35 日本生理心理学会 5月中旬から下旬 大会会長が所属している大学等 352人 対面

36 日本動物心理学会
決まっていない
（ここ数年は10～11
月）

大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等，外部のイベ
ント会場等

200人 対面

37 日本特殊教育学会 9月中旬 国際会議場および大会運営委員が所属している大学等 約2,200人 ハイブリッド形式
会場確保の難しさと大学教員の業務過多等の理由により、大会開催校の確定が困
難となっている。

38 日本乳幼児医学・心理学会 2月中旬
大会長が所属している大学の教室・講堂等または外部のイベン
ト会場等

126人 対面 参加者・発表者数の確保

39 日本人間性心理学会 9月中下旬 大学の教室・講堂等もしくは外部のイベント会議場 約300人 対面
大会準備委員長への依頼と大会準備委員会の構成。時期や地域によって引き受け
られる方が多くないこと。
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2-1．学術大会について

50音
NO.

学会名 開催時期 開催場所
直近大会の
参加者数

直近大会の
開催形態

年次大会開催に関する特記事項や苦労していること

40 日本認知・行動療法学会 9月～10月頃
大会準備委員が所属している大学の教室・講堂や外部の会議場
等，状況に合わせて開催している。

約1000人 ハイブリッド形式
1．大会会長の引き受け手を確保すること
2．会場確保

41 日本認知心理学会 5～7月頃
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等が多いが外部
のイベント会場等のこともある。

約350人 ハイブリッド形式

42 日本パーソナリティ心理学会
8月～12月頃
（毎年、時期は異な
ります）

外部のイベント会場、学会員が所属している大学の教室・講堂
等

約300人 対面

43 日本バイオフィードバック学会 6月中旬～下旬 大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等 約110人 ハイブリッド形式

44 日本箱庭療法学会 10月
大会準備委員が所属している大学の教室・講堂、外部のイベン
ト会場

約900名 ハイブリッド形式

・オンライン配信設備が整っている大学が少なく、外部イベント会場での開催と
なり、会場費および機材費用が嵩むこと
・機器や通信トラブル等による配信の不具合リスクが高いこと
・参加形態の多様化による事務局の準備・対応の複雑化（オンサイト・オンライ
ンの両方の準備がいること）

45 日本発達心理学会 ３月上旬
大会委員が所属している大学の教室・講堂等、外部のイベント
会場等

1,500人 対面 会場がなかなか決まらずに苦労しています。

46 日本犯罪心理学会 ９月中旬 大学、大学のホールなど 約1000名 オンライン
47 日本福祉心理学会 12月 ここ数年オンライン 100人程度 オンライン 少しずつ見通しが持てるようになってきたが開催校が決まりにくい状況がある。

48 日本ブリーフサイコセラピー学会 8月～9月頃
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等、もしくは近
隣のイベント会場等

約350人 対面 大会長の引き受け手の確保に難しさを感じています。

49 日本マイクロカウンセリング学会 3月上旬 主として東京 40人 対面
オンラインをせざるを得なかった。
効果的な宣伝をおこなうことに苦労した。

50 日本森田療法学会 11月~12月上旬 大学講堂や外部イベント会場 700人 対面

51 日本遊戯療法学会 通常6月～７月頃 大学の教室・講堂、大会校近くのイベントホール等 約500人 対面
大学業務の多忙さに大会を引き受けてくださるところがなかなか見つからないこ
と。

52 日本リハビリテイション心理学会 11月下旬～12月上旬 大会開催地により異なる 約300人 対面
53 日本理論心理学会 11月 大会運営委員が所属している大学の教室 約100人 対面 担当大学の決定、個人発表者の人数集め
54 日本臨床心理学会 不定期 外部のイベント会場 約150人 ハイブリッド形式

55 日本臨床動作学会 通常9月〜11月頃
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等，および場合
によってオンラインでの開催

229人 オンライン

・学術大会の開催校など引き受け手を探すことに苦労している。
・開催担当校は，マンパワーが少ない中で学術大会の事務的作業，会計，書類の
郵送，学術大会HPの構築，学術大会発表論文集の作成，当日の進行等を行ってい
る

56
包括システムによる
日本ロールシャッハ学会

7月
大会運営委員が所属している大学の教室・講堂等もしくは外部
のコンベンションセンター等

約200人（延べ） 対面
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2-2．学術大会以外の活動について

50音
NO.

学会名
年次大会のほかに学会主催で

行われているイベント
学会と関連して認定している資格の名称と

運営の実務担当機関との関連
ジェンダーバイアスなど

ダイバーシティの問題に対する対策等
特記事項

1 産業・組織心理学会
部門別研究会（年4回）
JAIOP研究力向上セミナー（年1回）

なし

研究会の登壇者のジェンダーバランスに配慮する。
常任理事の推薦理事の推薦の際に常任理事会全体の
ジェンダーバランス，および部門バランスに配慮す
る

2 日本EMDR学会
継続研修会（ワークショップ）
EMDR　Weekend1トレーニング
EMDR　Weekend2トレーニング

日本EMDR学会認定臨床家資格（当学会で認定）
日本EMDR学会認定コンサルタント資格（当学会で
認定）

なし

3 日本イメージ心理学会 なし なし なし

4
日本LD学会

研究集会 特別支援教育士 なし

5 日本応用教育心理学会 なし 心理学検定 なし

6 日本応用心理学会 公開シンポジウム
名称：応用心理士
担当：「応用心理士」認定審査委員会

なし

7 日本カウンセリング学会 研修会等

資格名称：カウンセリング心理士
実務担当機関：カウンセリング心理士会
カウンセリング心理士の養成並びに資格認定制度普
及のために置かれた事業推進機関

推薦理事の選任の際など、ジェンダー多様性に配慮
するようにしている。

8 日本学生相談学会 全国学生相談研修会、学生相談セミナー
大学カウンセラー、学生支援士　理事会内の担当委
員会が運営

不要なジェンダーに関する情報は収集しない
学生相談実践におけるDEI の推進に資する研修等の
企画・実施
研修会等でジェンダーフリーなトイレの案内などを
検討中

9 日本家族心理学会 各種研修会 家族相談士、家族心理士補、家族心理士 なし

10
日本学校心理学会

年４回のZOOMによる研修会 なし なし

11 日本感情心理学会
1年に1回程度，感情心理学やその周辺領域に関する
セミナーやシンポジウムを企画・実施しています。

なし なし

12 日本基礎心理学会 講演会(年2回)，公開シンポジウム(隔年)，若手 なし 多様性，公正性および包摂性推進宣言を策定した。

13 日本キャリア・カウンセリング学会 研修会等 スーパーバイザー なし

14 日本キャリア教育学会
各種委員会および地区部会による研究会、研修会な
ど

資格：キャリア・カウンセラー
運営：キャリア・カウンセラー資格認定委員会

なし

15 日本教育カウンセリング学会 記念講演会、公開シンポジウム
本学会による認定資格はない。関連団体が「教育カ
ウンセラー（初級、中級、上級）」を、養成カリ
キュラムや試験等によって認定している

なし

16 日本教育心理学会 公開シンポジウム，会員向けセミナー なし なし
17 日本教授学習心理学会 なし なし なし
18 日本グループ・ダイナミックス学会 なし なし なし
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2-2．学術大会以外の活動について

50音
NO.

学会名
年次大会のほかに学会主催で

行われているイベント
学会と関連して認定している資格の名称と

運営の実務担当機関との関連
ジェンダーバイアスなど

ダイバーシティの問題に対する対策等
特記事項

19 日本K-ABCアセスメント学会

日本版KABC-Ⅱベーシック講習会
日本版KABC-Ⅱアドバンスト講習会
ワークショップ
中央事例研究会

K-ABC検査者資格 なし

20 日本健康心理学会 研修会
認定健康心理士（健康心理士，専門健康心理士，指
導健康心理士）
実務担当機関：日本健康心理学会資格認定委員会

人文社会科学系学協会男女共同参画推進連絡会
（GEAHSS）への参画

21 日本交通心理学会
地域ワークショップ
ステップアップ講習会
自動車教習所セミナー

資格名称：交通心理士資格
実務担当機関：日本交通心理士会
関連：資格の認定は日本交通心理学会が行う。

交通業界においてジェンダー割合に偏りがあり女性
会員の割合は他の心理学会に比べて低いが、そのよ
うな交通業界で活躍する女性の登壇者のみによる企
画を2023年度の自動車教習所セミナーで実施した。

22 日本行動科学学会 ウィンターカンファレンス なし なし

23 日本行動分析学会
学会創立40年記念事業 横浜学術集会（2023年11月
18日実施）
春の学校：若手会が運営する勉強会（年1回）

なし ダイバーシティポリシーを策定し、公開している

24 日本コミュニティ心理学会 各委員会主催のシンポジウムや勉強会など
学会等参加が、臨床心理士の資格更新ポイントとな
る

なし

25 日本コラージュ療法学会

学会研修委員会主催のサテライト研修会が，毎年2
～3回，地方各地で対面またはZoom開催している。
各地の大学で個人教員が自発的に「コラージュ療法
研究会」を主宰している。年に数回，定期的に開催
されている。
日本心理臨床学会で自主シンポを行っている。

検討しているが今のところ出していない。安易に出
すことについては慎重である。

学会組織運営としては，これまで問題になったこと
はなく，とくに対策をしていない。役員の男女比は
12:9である。
・コラージュ療法場面では，ほとんどつねに性的同
一性の課題が作品を通して表現される。セラピスト
は従来からずっとこの課題に向き合って，対応して
いる。コラージュ作品は微妙な課題を話し合うこと
ができるよい素材ということができる。

26 日本催眠医学心理学会 年次大会時開催の技法研修会及び特別研修会
認定催眠士（実務担当：本学会資格認定委員会）
指導催眠士（実務担当：本学会資格認定委員会）

なし

27 日本質的心理学会
研究交流委員会企画のワークショップ、シンポジウ
ム、研究会等

なし なし

28 日本自閉症スペクトラム学会 資格認定講座

学会として、自閉症スペクトラム支援士
（STANDARD、ADVANCED、EXPERT）
星槎大学と協力して、ＡＳサポート

2023年度の第21回研究大会では「当事者の視点に
立った自閉スペクトラムの理解と支援」というメイ
ンテーマのもと、ニューロダイバーシティに焦点を
当てた講演やシンポジウムを企画しました。

29 日本社会心理学会 毎年2月～3月に、「春の方法論セミナー」を開催 なし

GEAHSS（人文社会科学系学協会男女共同参画推進
連絡会）に加盟している。
現在、会長をはじめ役員の性別に特に偏りはないこ
ともあり、特段の対策は実施していない。

30 日本自律訓練学会 AT実践セミナー
自律訓練法認定士（医）・自律訓練法専門指導士
（医）

なし
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ダイバーシティの問題に対する対策等
特記事項

31 日本心理学会

・認定心理士の会運営委員会企画 一般公開シンポジ
ウム・講演会等
・認定心理士の会運営委員会企画 新刊連動講座
・教育研究委員会 一般公開シンポジウム
・教育研究委員会企画 高校生のための心理学講座
・研修会
・広報委員会企画YouTube ライブ

・認定心理士資格の認定
・認定心理士（心理調査）の認定

・男女共同参画推進委員会を設置し，ジェンダー平
等に関するさまざまな活動や提言を行っています。
・「選挙規程」に，ジェンダーバランスへの配慮に
関する条項を設けました。本条に基づき，代議員選
挙実施時には，3名連記となる投票にあたり，3名の
うち1名以上はジェンダーバランスに配慮するよう
会員に呼びかけました。
・ハラスメント防止に関するガイドラインを制定し
ました。
・心理学における多様性尊重のガイドラインを制定
しました。

32 日本心理臨床学会 地区研修会、オンライン・ワークショップ等
運営の実務担当機関との関連：設立時に多額の寄付
をした。

例として、以下のものが挙げられます。
・入会申込時の書類に、性別を書く欄を設けていな
い。
・委員会企画による会員向けアンケート調査の実施
に際して、研究倫理審査段階で性別記載方法に 配慮
している。
・学会刊行の広報誌で特集を組み、啓発活動に努め
ている。
・年次学術大会で、ダイバーシティ関係のシンポジ
ウムを開催している。
・日本心理臨床学会第41回大会において、海外招待
講演「欧米の心理臨床家による『事例』を踏まえた
今日的課題：ジェンダーと心理臨床」として、イタ
リアとアメリカの心理臨床家による海外招待講演を
2本開催し、その内容を学会誌『心理臨床学研究』
第41巻4号に掲載した。

33 日本ストレスマネジメント学会 資格認定研修会
日本ストレスマネジメント学会認定ストレスマネジ
メント®実践士

なし

34 日本青年心理学会

研究委員会企画ワークショップ・シンポジウム
若手同士を中心とした会員の交流「若葉マーク企
画」
国際交流委員会企画ワークショップ・シンポジウム

なし

人文社会科学系学協会男女共同参画推進連絡会
(Gender Equality Association for Humanities and
Social Sciences Sciences：GEAHSS) への加盟を検
討中

35 日本生理心理学会 若手会主催の研究会 なし なし

36 日本動物心理学会 随時企画 なし
役員（理事，常任理事）選出時にジェンダーバラン
スを考慮

37 日本特殊教育学会 なし
学校心理士（大会イベント参加のポイント付与）
臨床心理士（大会イベント参加のポイント付与）

なし

38 日本乳幼児医学・心理学会 なし なし なし
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39 日本人間性心理学会 複数の研修会、会員同士のオンライン対話の場 なし

次回選挙より、会員が連記する理事は、ジェン
ダー・地域・専門性等のバランスをできる限り考慮
するように投票の案内に付記するようにした。また
理事長選出理事は、理事長の判断により学会運営に
必要な人物であり、かつジェンダー・地域・専門性
等のバランスができる限り考慮された者が選出され
ることを役員選出手続に定めた。

40 日本認知・行動療法学会
認知・行動療法コロキウム（会員限定のケース検討
会）
認知行動療法セミナー

認定行動療法士及び専門行動療法師
認知行動療法師及び認知行動療法スーパーバイザー

ダイバーシティ＆インクルージョン宣言及びダイ
バーシティ＆インクルージョン行動宣
言を行っている。
ダイバーシティ推進委員会を設置している。

41 日本認知心理学会 公開シンポジウム なし 男女共同参画推進ポリシー策定

42 日本パーソナリティ心理学会
経常的研究交流委員会による大会外企画（シンポジ
ウム等）

なし
大会外企画（シンポジウム等）において、できるだ
け登壇者の男女比に偏りが生じないように努めてい
る。

43 日本バイオフィードバック学会 バイオフィードバック技能師 資格認定講習会 バイオフィードバック技能師 なし

44 日本箱庭療法学会
・全国研修会（年2回）
・オンライン研修会（年4回）
・箱庭制作実習研修会（年6回）

なし なし

45 日本発達心理学会

国際ワークショップ（国際研究交流委員会主催）
分科会・地区懇話会
公開講演会（社会貢献委員会主催）
地区シンポジウム（国内研究交流委員会主催）

学校心理士（学校心理士認定運営機構の社員として
本会理事が参画している）
臨床発達心理士　（臨床発達心理士認定運営機構の
理事・社員に2022年3月まで本会理事・代議員が参
画していた。年次大会時に共催並びに関連団体シン
ポジウムの開催（資格更新ポイントの発行を含
む）、大学院教職員を対象とした臨床発達心理士資
格説明会、資格取得希望者のための個別相談会を
行っている。）

ハラスメント防止委員会の設置
GEAHSSに加盟

46 日本犯罪心理学会
地区研究会
全国研修会

なし なし

47 日本福祉心理学会 地区研修会 学会認定　福祉心理士 なし

48 日本ブリーフサイコセラピー学会
地方研修会及びオンラインを中心とした研修会を開
催しています。

なし
役員の構成について、居住・活動地域やジェンダー
などのバランスに配慮しています。

49 日本マイクロカウンセリング学会 Regional Conference Tokyo 2022 なし なし

50 日本森田療法学会 なし
日本森田療法学会認定資格
（認定医・認定心理療法士・認定指導員）

女性の役員への積極的な登用など

51 日本遊戯療法学会 研修会 なし なし
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52 日本リハビリテイション心理学会 心理リハビリテイションの会

・心理リハビリテイション・トレーナー　資格
・心理リハビリテイション・スーパーバイザー　資
格
運営実務担当：資格認定委員会（学会内）

なし

53 日本理論心理学会 なし なし なし

54 日本臨床心理学会
グループワーク方式の読書会、その他ワークショッ
プ

なし なし

55 日本臨床動作学会
臨床動作法研修会
資格者研修会
講師研修会

資格名
・認定動作士
・臨床動作士
・臨床動作学講師
実務担当機関
日本臨床動作学会資格認定委員会

なし

56
包括システムによる
日本ロールシャッハ学会

研修会（地区研修会，解釈講座など）

包括システムによるロールシャッハ・テスト認定資
格（Certificate of Proficiency in the Rorschach
Comprehensive System：略称CPCS／シーピク
ス）
認定資格委員会（学会内の組織であり，常任理事が
委員長を務めている）

なし

２０２３年１１月に，学会監修・認定資格委員会
編集による「『ロールシャッハ実践ガイド』心理
アセスメントの力を伸ばす」（金剛出版）を刊行
した。
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利益相反について
言及された規程等

特記事項

1 産業・組織心理学会
倫理綱領
https://www.jaiop.jp/jaiop_admin/wp-
content/uploads/2021/03/rinri.pdf

ない
※ただし、左記倫理綱領中に「当分の
間、本学会に対し倫理上の問い合わせが
あった場合には、学会長の指名の下に検
討委員会を設置する」と規定

倫理綱領中に，「２．人権の尊重　会員
は、自らの行う研究・教育・実践を通じ
ての諸活動において、協力者の人権を尊
重し、これを侵害することのないよう、
最大限の努力を払わねばならない。ま
た、個人間や集団間に存在する差異を尊
重し、偏見をもって行動したり、差別を
行ってはならない。」としている。

利益相反（COI）に関する規程
https://www.jaiop.jp/jaiop_admin/wp-
content/uploads/2023/07/
jaiop_COI_202305.pdf

2 日本EMDR学会
倫理綱領
https://www.emdr.jp/日本emdr学会倫理
綱領/

ある
倫理綱領
https://www.emdr.jp/日本emdr学会倫理
綱領/

現在はないが、作成中または検討中

3 日本イメージ心理学会 ない ない ない ない

4 日本LD学会

倫理綱領
https://www.jald.or.jp/wp-
content/themes/child/dl/
code_of_ethics_20191117.pdf

研究倫理審査委員会に関する運用内規
https://www.jald.or.jp/wp-
content/themes/child/dl/
operational_rules.pdf

ハラスメント防止委員会規程
https://www.jald.or.jp/wp-
content/uploads/
harassment_prevention_rules.pdf

投稿規程（５）
https://www.jald.or.jp/wp-
content/uploads/
contribution_rule_2023.pdf

5 日本応用教育心理学会 現在はないが、作成中または検討中 現在はないが、作成中または検討中 現在はないが、作成中または検討中

投稿規程　第６項：６．研究に関わる利
益相反については申告を要する。 
https://www.naruto-
u.ac.jp/facultystaff/takatam/jscep/
posting_rules.pdf

6 日本応用心理学会
倫理綱領
https://j-aap.jp/kitei/rinri.pdf

ある ない
『応用心理学研究』投稿倫理規程　第2
条3項
https://j-aap.jp/kitei/toukourinri.pdf

7 日本カウンセリング学会
倫理綱領
2009.9.7.pdf (jacs1967.jp)

定款細則 第13章
979128df534c1f180776a89b62ec31f1.p
df (jacs1967.jp)

倫理綱領 第三条、第七条
2009.9.7.pdf (jacs1967.jp)

日本カウンセリング学会研究倫理ガイド
ライン第６条

8 日本学生相談学会

倫理規程・倫理綱領・研究倫理ガイドラ
イン
https://www.gakuseisodan.com/?page_
id=5155

倫理規程・倫理綱領・研究倫理ガイドラ
イン
https://www.gakuseisodan.com/?page_
id=5155

学会員向けの者はありません。
学会事務局員の就業規則第４３条～４８
条において、ハラスメントの禁止、相談
及び苦情への対応などを記載（非公開）

研究倫理ガイドライン　第４章 競争的資
金、利益相反に関するマネジメント
https://www.gakuseisodan.com/wp-
content/
uploads/2022/11/173_guideline.pdf

9 日本家族心理学会
倫理綱領
https://jafp-web.org/pages/wp-
content/uploads/ethicsjafp2017.pdf

ない ない ない

10 日本学校心理学会 ない ない ない ない
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特記事項

11 日本感情心理学会

倫理委員会規程
http://jsre.wdc-
jp.com/regulations/
rinri_iin_kitei2019.pdf

倫理的問題の処理手続に関する規程
http://jsre.wdc-
jp.com/regulations/rinri_shori_kitei.pdf

ない

執筆投稿規程　12の②において，著者情
報・表題ファイルの中に利益相反につい
ても記載する旨を掲載
http://jsre.wdc-
jp.com/regulations/
kitei_shippitsutoukou_R050720.pdf

12 日本基礎心理学会
研究倫理ガイドブック
http://psychonomic.jp/
information/091014.pdf

ない ない ない

13 日本キャリア・カウンセリング学会
現在はないが、作成中または検討中（担
当役員にて検討中）

ある ない ない

14 日本キャリア教育学会

倫理綱領
https://jssce.jp/about/ethics/

プライバシーポリシー
https://jssce.jp/committee/
ethics_comm/

ない

※多重関係について記載あり

15 日本教育カウンセリング学会
ないが、他学会の倫理規定を参考にして
規定を定める予定である

あるが、常任理事会が、倫理委員会の役
割を果たしている

ない
ないが、他学会の倫理規定を参考にして
規定を定める予定である

16 日本教育心理学会

日本教育心理学会倫理綱領
https://www.edupsych.jp/wp-content/
uploads/2016/02/4ad9a1d91eb958c28
0f32a0600fd8b311.pdf

ない

『教育心理学研究』執筆要項
https://www.edupsych.jp/wp-content/
uploads/2023/01/2add60b56bf8328f9ea
d1fe9d01a960e.pdf

17 日本教授学習心理学会

倫理綱領（一般綱領）
https://www.japtl.org/about#frame-24

ない ない ない

18 日本グループ・ダイナミックス学会
研究者・実践者倫理に関する綱領
http://groupdynamics.gr.jp/
about_platform.html

ない ない ない
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投稿倫理規程
http://jsre.wdc-
jp.com/regulations/kitei_rinri.pdf

キャリア・カウンセラー倫理綱領
https://jssce.jp/career/counselor/

ケース研究・実践研究論文投稿前追加
チェックリスト
https://jssce.jp/magazine/ask/

・ハラスメント防止ガイドライン：
https://www.edupsych.jp/wp-content/
uploads/2016/02/406f61d7e74300d385
b1e798595fcc393.pdf
・ハラスメント防止委員会規程；
https://www.edupsych.jp/wp-content/
uploads/2016/02/4ebaa3f5475a07ecafd
9bb1bb9438f342.pdf

・ハラスメント防止委員会の活動に関す
る細則：
https://www.edupsych.jp/wp-content/
uploads/2016/02/42b2be28a709dee8ed
35dd2a85e1939c2.pdf

投稿倫理規程
https://www.japtl.org/about#frame-36

https://jssce.jp/magazine/ask/
https://www.edupsych.jp/wp-content/uploads/2016/02/406f61d7e74300d385b1e798595fcc393.pdf
https://www.edupsych.jp/wp-content/uploads/2016/02/4ebaa3f5475a07ecafd9bb1bb9438f342.pdf
https://www.japtl.org/about#frame-36
https://www.edupsych.jp/wp-content/uploads/2016/02/42b2be28a709dee8ed35dd2a85e1939c2.pdf
http://jsre.wdc-jp.com/regulations/rinri_iin_kitei2019.pdf
http://jsre.wdc-jp.com/regulations/kitei_rinri.pdf
http://jsre.wdc-jp.com/regulations/rinri_shori_kitei.pdf
http://jsre.wdc-jp.com/regulations/kitei_shippitsutoukou_R050720.pdf
http://psychonomic.jp/information/091014.pdf
https://jssce.jp/about/ethics/
https://jssce.jp/career/counselor/
https://jssce.jp/committee/ethics_comm/
https://www.edupsych.jp/wp-content/uploads/2016/02/4ad9a1d91eb958c280f32a0600fd8b311.pdf
https://www.edupsych.jp/wp-content/uploads/2023/01/2add60b56bf8328f9ead1fe9d01a960e.pdf
https://www.japtl.org/about#frame-24
http://groupdynamics.gr.jp/about_platform.html


2-3．倫理規程等について

50音
NO.

学会名 倫理規程・指針
倫理審査委員会・裁定審議会等の

運用について
ハラスメントについて

言及された規程
利益相反について
言及された規程等

特記事項

19 日本K-ABCアセスメント学会

日本KABCアセスメント学会倫理綱領
https://www.k-abc.jp/wp-content/
uploads/2023/11/%E6%97%A5%E6%9C
%ACKABC%E3%82%A2%E3%82%BB%
E3%82%B9%E3%83%A1%E3%83%B3%
E3%83%88%E5%AD%A6%E4%BC%9A%
E5%80%AB%E7%90%86%E7%B6%B1%
E9%A0%98.pdf

学会会則
https://www.k-
abc.jp/society/constitution/

ない ない

20 日本健康心理学会 ある ある ない ない

21 日本交通心理学会
倫理綱領
https://www.jatp-web.jp/wp/wp-
content/themes/jatp/pdf/rinri.pdf

ない
倫理綱領 〔他者との関係〕第7条
https://www.jatp-web.jp/wp/wp-
content/themes/jatp/pdf/rinri.pdf

倫理綱領 〔利益相反〕第8条
https://www.jatp-web.jp/wp/wp-
content/themes/jatp/pdf/rinri.pdf

22 日本行動科学学会 ない 社団法人日本心理学会倫理規定 ない ない

23 日本行動分析学会
倫理綱領
https://j-aba.jp/aboutus/rinri_koryo.pdf

倫理委員会規定
https://j-
aba.jp/aboutus/rinri_iinkaikitei.pdf

現在はないが、作成中または検討中
※ワーキンググループを立ち上げ、ハラ
スメント防止規程を策定中

現在はないが、作成中または検討中
※法務委員会で検討中

24 日本コミュニティ心理学会
倫理要綱
http://jscp1998.jp/rule/general_plan/

倫理要綱
http://jscp1998.jp/rule/general_plan/

現在はないが、作成中または検討中※た
だし「倫理要綱」には基本原則として以
下の記載がある。
基本的人権の尊重：第2 条　本学会員
は、調査・研究・教育・実践・介入その
他の諸活動（以下「調査研究活動」とい
う。）において、常に基本的人権を尊重
し、これを侵害してはならない。
法令の遵守：第3 条　本学会員は、調査
研究活動において、法令、本学会に関す
る会則等を遵守し、他者の権利を侵害し
てはならない。

ない

年次大会における発表時には、利益相反
に関して確認

25 日本コラージュ療法学会
ある
https://www.kinjo-u.ac.jp/collage/
index.html

ある

ない
※ケアする、ケアされる関係の中でコ
ラージュ療法がなされるとすれば，パワ
ハラがおきないようにケアする（力があ
る）側が意識しておく必要がある。コ
ラージュに誘導する場合，拒否しやすい
言葉かけをするとか，フィードバックを
求められた時のやりとりなど，心得てお
くべきことがいろいろある。これらは研
修の際に注意している。
学会内部でのハラスメントについては，
とくに課題となっていない。

ある
※倫理規定にはないが，倫理綱領には一
貫して「利益相反」に言及している。
前文，第4条（守秘義務），第5条（研
究），第6条（公開）など，「開示義
務」「社会への貢献」「説明責任」と
「守秘義務」の相反関係についてつねに
配慮するべき義務を述べている。
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執筆・投稿の手引き「７．研究倫理」
http://jscp1998.jp/contribution/

http://jscp1998.jp/contribution/
https://www.k-abc.jp/wp-content/uploads/2023/11/%E6%97%A5%E6%9C%ACKABC%E3%82%A2%E3%82%BB%E3%82%B9%E3%83%A1%E3%83%B3%E3%83%88%E5%AD%A6%E4%BC%9A%E5%80%AB%E7%90%86%E7%B6%B1%E9%A0%98.pdf
https://www.k-abc.jp/society/constitution/
https://www.jatp-web.jp/wp/wp-content/themes/jatp/pdf/rinri.pdf
https://www.jatp-web.jp/wp/wp-content/themes/jatp/pdf/rinri.pdf
https://www.jatp-web.jp/wp/wp-content/themes/jatp/pdf/rinri.pdf
https://j-aba.jp/aboutus/rinri_koryo.pdf
https://j-aba.jp/aboutus/rinri_iinkaikitei.pdf
http://jscp1998.jp/rule/general_plan/
http://jscp1998.jp/rule/general_plan/
https://www.kinjo-u.ac.jp/collage/index.html
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26 日本催眠医学心理学会

倫理綱領
https://www.jshypnosis.jp/ethics/
倫理規程
https://www.jshypnosis.jp/ethics/
a/

倫理規程
https://www.jshypnosis.jp/ethics/
a/
裁定審議会規程
https://www.jshypnosis.jp/ethics/
b/
裁定審議規則
https://www.jshypnosis.jp/ethics/
c/

現在はないが、作成中または検討中 ない

27 日本質的心理学会 ある※ ない ない ない

※２つの学会誌それぞれの規約等におい
て、倫理に関する記載を盛り込んでい
る。遵守すべき倫理上の項目を具体的に
列記している各誌のチェックリストは、
以下のURLから見ることができる。
http://www.jaqp.jp/doc/
JJQPchecklist20170607.pdf

28 日本自閉症スペクトラム学会
編集規程及び投稿規程
https://www.autistic-spectrum.jp/files/
libs/103/202012181814579278.pdf

ない ない ない

29 日本社会心理学会
倫理綱領
https://www.socialpsychology.jp/wp-
content/uploads/2_rinri.pdf

ない
倫理綱領　第１条
https://www.socialpsychology.jp/wp-
content/uploads/2_rinri.pdf

ない

30 日本自律訓練学会

倫理綱領
https://www.jsoat.jp/jsoat/wp-
content/uploads/2017/04/
jsoat_kaisoku_bassui.pdf

ある ない 現在はないが、作成中または検討中

31 日本心理学会

倫理綱領
https://psych.or.jp/about/#rinri

倫理委員会規程
https://psych.or.jp/wp-
content/uploads/2017/12/k13-1.pdf

ハラスメント防止に関するガイドライン
https://psych.or.jp/jpamember/
harassment/
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倫理規程
https://psych.or.jp/publication/
rinri_kitei/

倫理問題の処理に関する細則
https://psych.or.jp/wp-
content/uploads/2017/12/k13-2.pdf

英文： https://psych.or.jp/wp-content/
uploads/2021/06/EN_JPA_Rules_on-
Conflicts_of_Interest.pdf

利益相反(COI)に関する規則
和文： https://psych.or.jp/wp-content/
uploads/2021/06/JA_JPA_Rules_on-
Conflicts_of_Interest.pdf

https://www.jshypnosis.jp/ethics/
https://psych.or.jp/publication/rinri_kitei/
https://psych.or.jp/wp-
content/uploads/2017/12/k13-2.pdf
https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2021/06/EN_JPA_Rules_on-Conflicts_of_Interest.pdf
https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2021/06/JA_JPA_Rules_on-Conflicts_of_Interest.pdf
https://www.jshypnosis.jp/ethics/a/
https://www.jshypnosis.jp/ethics/a/
http://www.jaqp.jp/doc/JJQPchecklist20170607.pdf
https://www.autistic-spectrum.jp/files/libs/103/202012181814579278.pdf
https://www.socialpsychology.jp/wp-content/uploads/2_rinri.pdf
https://www.socialpsychology.jp/wp-content/uploads/2_rinri.pdf
https://www.jsoat.jp/jsoat/wp-content/uploads/2017/04/jsoat_kaisoku_bassui.pdf
https://psych.or.jp/about/#rinri
https://psych.or.jp/wp-content/uploads/2017/12/k13-1.pdf
https://psych.or.jp/jpamember/harassment/
https://www.jshypnosis.jp/ethics/b/
https://www.jshypnosis.jp/ethics/c/
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32 日本心理臨床学会

倫理規程
https://www.ajcp.info/pdf/
rules/0500_rules.pdf

倫理規程
https://www.ajcp.info/pdf/
rules/0500_rules.pdf

ない

心理臨床学研究 論文執筆ガイド ④利益
相反の開示pp.20-21
https://www.ajcp.info/pdf/rules/
Publication_Manual_for_Journal_of_AJC
P.pdf

33 日本ストレスマネジメント学会
倫理規程
https://plaza.umin.ac.jp/jssm-
since2002/rinrikitei/

ない
倫理綱領 第3条(人権尊重)
https://plaza.umin.ac.jp/jssm-
since2002/rinrikoryo/

現在はないが、作成中または検討中

34 日本青年心理学会

倫理綱領
https://6a2aa3f3-
eec1-4c8c-8e2a-6da1052f786f.usrfiles.
com/
ugd/6a2aa3_be07c27ca4f94400bc00c1
44c8e99fb0.pdf#page=5

ない

倫理綱領　第2条（権利と福祉の尊重） 
https://6a2aa3f3-
eec1-4c8c-8e2a-6da1052f786f.usrfiles.
com/
ugd/6a2aa3_be07c27ca4f94400bc00c1
44c8e99fb0.pdf#page=5

ない

35 日本生理心理学会
倫理綱領
https://www.seirishinri.com/
guidance/ethic.html

ない ない ない

利益相反について独自の規程等はなく，
学会機関誌への投稿規定にも明示はして
いないが，投稿時に提出を求める「倫理
チェックリスト」で利益相反の有無を確
認しています。そこでの利益相反の定義
は，日本心理学会の「利益相反（COI）
に関する規則」を参照するように求めて
います。

36 日本動物心理学会
『動物実験の指針』
https://plaza.umin.ac.jp/dousin/
toukou.html#shishin

ない ない

動物心理学研究執筆規定
「すべての原稿には、題目、著者・所属
およびそれらの英訳、研究・資料等の
別、図表の数、ランニングヘッド、審査
中の連絡者、その住所・電話番号・電子
メールアドレス、利益相反の有無と有り
の場合は具体的な関与内容を記入した別
紙を添えること。」

37 日本特殊教育学会
倫理綱領・倫理規定
https://www.jase.jp/about/ethics.html

ある ない ない

38 日本乳幼児医学・心理学会
現在はないが、作成中または検討中
※投稿に関する倫理規定の検討を開始

現在はないが、作成中または検討中 ない ない
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倫理基準
https://www.ajcp.info/pdf/
rules/0502_rules.pdf

倫理綱領
https://www.ajcp.info/pdf/
rules/0501_rules.pdf

研究倫理審査委員会に関する運用内規
https://www.ajcp.info/pdf/
rules/0504_rules.pdf

倫理案件の取り扱い運用内規
https://www.ajcp.info/pdf/
rules/0503_rules.pdf

https://www.ajcp.info/pdf/rules/0502_rules.pdf
https://www.ajcp.info/pdf/rules/0501_rules.pdf
https://www.ajcp.info/pdf/rules/0504_rules.pdf
https://www.ajcp.info/pdf/rules/0503_rules.pdf
https://www.ajcp.info/pdf/rules/Publication_Manual_for_Journal_of_AJCP.pdf
https://6a2aa3f3-eec1-4c8c-8e2a-6da1052f786f.usrfiles.com/ugd/6a2aa3_be07c27ca4f94400bc00c144c8e99fb0.pdf#page=5
https://www.ajcp.info/pdf/rules/0500_rules.pdf
https://www.ajcp.info/pdf/rules/0500_rules.pdf
https://plaza.umin.ac.jp/jssm-since2002/rinrikitei/
https://plaza.umin.ac.jp/jssm-since2002/rinrikoryo/
https://6a2aa3f3-eec1-4c8c-8e2a-6da1052f786f.usrfiles.com/ugd/6a2aa3_be07c27ca4f94400bc00c144c8e99fb0.pdf#page=5
https://www.seirishinri.com/guidance/ethic.html
https://plaza.umin.ac.jp/dousin/toukou.html#shishin
https://www.jase.jp/about/ethics.html
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39 日本人間性心理学会

投稿倫理ガイドライン
https://www.jahp.org/%E4%BA%BA%
E9%96%93%E6%80%A7%E5%BF%83%
E7%90%86%E5%AD%A6%E7%A0%94%
E7%A9%B6/%E6%8A%95%E7%A8%BF
%E5%80%AB%E7%90%86%E3%82%AC
%E3%82%A4%E3%83%89%E3%83%
A9%E3%82%A4%E3%83%B3/

「研究・倫理委員会規程」（一部抜粋）
（設置）
第1条 日本人間性心理学会会則第 13 条
に基づき、日本人間性心理学会に研究・
倫理委員会 （以下「委員会」という。）
を置く。
（組織）
第2条 委員会は、次に掲げる委員をもっ
て組織する。
一 理事の互選により選出され、理事長が
委嘱した委員長
二 理事の互選により選出され、理事長が
委嘱した者 ２名程度
（任期）
第3条 委員の任期は 3年とする。ただ
し、委員に欠員が生じた場合は補欠の委
員を理事 会で互選することができる。補
欠の委員の任期は、前任者の不在期間と
する。

ある ある

40 日本認知・行動療法学会
倫理綱領
http://jabt.umin.ne.jp/about/6.pdf

倫理委員会規程
http://jabt.umin.ne.jp/about/a8.pdf

ある
・現在、修正案を検討中

ある※

・利益相反（COI）に関する指針
・利益相反に関する細則案

※公開準備中

41 日本認知心理学会
投稿倫理規定
https://cogpsy.jp/journal/
submissionrule

ある ない ない

42 日本パーソナリティ心理学会 ある ない ない ない

43 日本バイオフィードバック学会
倫理綱領
http://www.jsbr.jp/jsbr/ethical.html

倫理綱領
http://www.jsbr.jp/jsbr/ethical.html

ない
「バイオフィードバック研究」執筆要項
http://www.jsbr.jp/publication/
contribution-rule.html#guideline

44 日本箱庭療法学会 ある ある ない ない
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年次大会時の倫理ガイドライン
https://www.jahp.org/%E5%B9%B4%
E6%AC%A1%E5%A4%A7%E4%BC%9A-
%E7%A0%94%E4%BF%AE%E4%BC%
9A/%E5%B9%B4%E6%AC%A1%E5%
A4%A7%E4%BC%9A%E6%99%82%E3%
81%AE%E5%80%AB%E7%90%86%E3%
82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E3%
83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3/

https://www.jahp.org/%E5%B9%B4%E6%AC%A1%E5%A4%A7%E4%BC%9A-%E7%A0%94%E4%BF%AE%E4%BC%9A/%E5%B9%B4%E6%AC%A1%E5%A4%A7%E4%BC%9A%E6%99%82%E3%81%AE%E5%80%AB%E7%90%86%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3/
https://www.jahp.org/%E4%BA%BA%E9%96%93%E6%80%A7%E5%BF%83%E7%90%86%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6/%E6%8A%95%E7%A8%BF%E5%80%AB%E7%90%86%E3%82%AC%E3%82%A4%E3%83%89%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%B3/
http://jabt.umin.ne.jp/about/6.pdf
http://jabt.umin.ne.jp/about/a8.pdf
https://cogpsy.jp/journal/submissionrule
http://www.jsbr.jp/jsbr/ethical.html
http://www.jsbr.jp/jsbr/ethical.html
http://www.jsbr.jp/publication/contribution-rule.html#guideline


2-3．倫理規程等について

50音
NO.

学会名 倫理規程・指針
倫理審査委員会・裁定審議会等の

運用について
ハラスメントについて

言及された規程
利益相反について
言及された規程等

特記事項

45 日本発達心理学会
倫理綱領・倫理規程
https://www.jsdp.jp/contents/
provisions_files/rinri.pdf

倫理問題調査委員会規程
https://www.jsdp.jp/contents/
provisions_files/2-14kitei.pdf

ハラスメント防止委員会
https://www.jsdp.jp/contents/
provisions_files/2-15kitei.pdf

利益相反（COI）に関する指針
https://www.jsdp.jp/contents/
provisions_files/coi.pdf

投稿論文に関しては、以下のチェックリ
スト等で確認や説明を行っております。
チェックリスト
https://www.jsdp.jp/contents/
~cmhenshu/paper/files/
check_list202208.doc

46 日本犯罪心理学会

倫理綱領
https://www.jacpsy.jp/wp-content/
themes/jacpsy/document/about/
ethicalcode.pdf

ない ない ない

47 日本福祉心理学会 倫理規程を制定している ある ない ない

48 日本ブリーフサイコセラピー学会

倫理綱領
https://www.jabp.jp/pr_ethic

研究倫理に特化したものではありません
が、理事会から独立した「裁定審議会」
が組織されています。
倫理規定
https://www.jabp.jp/pr_regulation

倫理綱領
https://www.jabp.jp/pr_ethic

現在はないが、作成中または検討中

49 日本マイクロカウンセリング学会 現在はないが、作成中または検討中 ある
現在はないが、作成中または検討中
※個人の尊厳を大事にする規範を検討中

現在はないが、作成中または検討中
一般的な法律的な規定と異なる個人を尊
重する姿勢での規範を作成中。

50 日本森田療法学会 ある ある ない ない

51 日本遊戯療法学会
規程集
https://www.playtherapy.jp/%E8%
A6%8F%E7%A8%8B%E9%9B%86/

ある ない ない

52 日本リハビリテイション心理学会

倫理規程
http://dohsa-
hou.jp/about/rules/rule03/

左記と同様 現在はないが、作成中または検討中 ない

53 日本理論心理学会 ない ない ない ない
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倫理問題調査規則
https://www.jsdp.jp/contents/
provisions_files/3-12kisoku.pdf
（暫定的に倫理WGを設置し、大会発表
等も含め倫理事項を検討しているが、
規程等は定めていない）

倫理的配慮 Q&A（2024 年 6 月版）(所
属機関等の倫理審査委員会の承認を得て
いない場合）
https://www.jsdp.jp/contents/
~cmhenshu/paper/files/
rinri_qa202406.pdf

倫理的配慮チェックリスト(所属機関等の
倫理審査委員会の承認を得ていない場合)
https://www.jsdp.jp/contents/
~cmhenshu/paper/files/
rinri_check_list202312.pdf

倫理規定
https://www.jabp.jp/pr_regulation 裁定審議会、裁定審議規則

https://www.jabp.jp/pr_council

倫理綱領
http://dohsa-
hou.jp/about/rules/rule04/

※「ハラスメント」の文言はなし

倫理規定
https://www.jabp.jp/pr_regulation

https://www.jsdp.jp/contents/provisions_files/3-12kisoku.pdf
https://www.jsdp.jp/contents/~cmhenshu/paper/files/rinri_qa202406.pdf
https://www.jsdp.jp/contents/~cmhenshu/paper/files/rinri_check_list202312.pdf
https://www.jacpsy.jp/wp-content/themes/jacpsy/document/about/ethicalcode.pdf
https://www.jabp.jp/pr_regulation
https://www.jabp.jp/pr_council
https://www.jabp.jp/pr_ethic
https://www.jabp.jp/pr_regulation
https://www.jsdp.jp/contents/provisions_files/rinri.pdf
https://www.jsdp.jp/contents/provisions_files/2-14kitei.pdf
https://www.jsdp.jp/contents/provisions_files/2-15kitei.pdf
https://www.jsdp.jp/contents/provisions_files/coi.pdf
https://www.jsdp.jp/contents/~cmhenshu/paper/files/check_list202208.doc
https://www.jabp.jp/pr_ethic
https://www.jabp.jp/pr_regulation
https://www.playtherapy.jp/%E8%A6%8F%E7%A8%8B%E9%9B%86/
http://dohsa-hou.jp/about/rules/rule03/
http://dohsa-hou.jp/about/rules/rule04/


2-3．倫理規程等について

50音
NO.

学会名 倫理規程・指針
倫理審査委員会・裁定審議会等の

運用について
ハラスメントについて

言及された規程
利益相反について
言及された規程等

特記事項

54 日本臨床心理学会
会則第19条
http://nichirinshin.info/

ない ない ない

55 日本臨床動作学会 現在はないが、作成中または検討中 ない ない

56
包括システムによる
日本ロールシャッハ学会

倫理規程
https://www.jrscweb.com/jrsc/
ethics.html

倫理規程
https://www.jrscweb.com/jrsc/
ethics.html

ない ない
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倫理規程
https://www.dohsa.jp/_files/ugd/
a6e0a8_5b9818cc715d4d788d5dc1716
209e3de.pdf

https://www.dohsa.jp/_files/ugd/a6e0a8_5b9818cc715d4d788d5dc1716209e3de.pdf
http://nichirinshin.info/
https://www.jrscweb.com/jrsc/ethics.html
https://www.jrscweb.com/jrsc/ethics.html


2-4．学会誌・機関誌について

50音
NO.

学会名 学会誌・機関紙名 創刊年 年間発行数 市販の有無 投稿権の範囲 査読の有無 出版言語 アクセス権の範囲 特記事項

1 産業・組織心理学会 産業・組織心理学研究 1987年 年１巻２号 有
第一著者は会員に

限る
有 日本語・英語 オープン

会員以外は、発刊後1年以降にJstageでアクセ
ス可能となる。

2 日本EMDR学会 EMDR研究 2009年 年１巻１号 有 会員のみ 有 日本語・英語 会員のみ
3 日本イメージ心理学会 イメージ心理学研究 2003年 年１巻 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 オープン

4 日本LD学会
LD研究
2000年の9巻2号までは「LD」
2001年の10巻1号から「LD研究」

1993年 年１巻４号 有 会員のみ 有 日本語・英語
特集は会員のみ。
論文はJ-Stageにて

公開
5 日本応用教育心理学会 応用教育心理学研究 1984年 年１巻２号 有 会員のみ 有 日本語・英語 オープン

応用心理学研究 1978年 年１巻３号 有 会員のみ 有 日本語・英語 会員のみ

応用心理学のクロスロード 2010年
年１号（途中ま

で年２号）
会員のみ配布 会員のみ 無 日本語 会員のみ

7 日本カウンセリング学会 カウンセリング研究 1968年 年１巻２号 有 第一著者は会員 有 日本語 オープン
・市販は学会刊行物の販売を行っている専門業
者を介している
・会員以外のアクセスは年度、内容に制限あり

8 日本学生相談学会 学生相談研究 1960年 年１巻３号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 会員のみ
9 日本家族心理学会 家族心理学研究 1987年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 一部オープン

10 日本学校心理学会 学校心理学研究 2001年 年１巻２号 有※ 会員のみ・オープ
ン

有 日本語・英語
会員のみ・オープ

ン
※市販は、書店または大学図書館、個人等から
注文がある場合

感情心理学研究 1993年 年１巻２号 有 オープン 有 日本語・英語 オープン
エモーション・スタディーズ 2015年 年１巻１号 有 オープン 有 日本語・英語 オープン

12 日本基礎心理学会 基礎心理学研究 1982年 年１巻２号 有 オープン 有 日本語・英語 オープン
J-STAGE：
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/psycho
no/-char/ja/

13 日本キャリア・カウンセリング学会 キャリア・カウンセリング研究 2021年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 オープン
14 日本キャリア教育学会 キャリア教育研究 1980年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 オープン
15 日本教育カウンセリング学会 教育カウンセリング研究 2006年 年１巻 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 会員のみ

教育心理学研究 1953年 年１巻４号 有 会員のみ 有 日本語・英語 オープン
教育心理学年報 1962年 年１集 有 会員のみ 有 日本語・英語 オープン
総会発表論文集 1963年 年１集 有 会員のみ 無 日本語・英語 オープン

17 日本教授学習心理学会 教授学習心理学研究 2005年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 オープン
18 日本グループ・ダイナミックス学会 実験社会心理学研究 1960年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 オープン

19 日本K-ABCアセスメント学会 K-ABCアセスメント研究 1999年 年１巻 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語
インターネット閲

覧なし

20 日本健康心理学会
Journal of Health Psychology
Research

1988年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 オープン ※Vol.29より，『健康心理学研究』から改称

16 日本教育心理学会

6 日本応用心理学会

① 通常号は、英語での投稿も認めている。
② ４年に１回、国際応用心理学会へ参加した
会員を対象に『英文特集号』（1冊）を発行し
ている。
③ 学会ホームページには、各号のタイトル、
執筆者のみを掲載している。

11 日本感情心理学会
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https://www.jstage.jst.go.jp/browse/psychono/-char/ja/


2-4．学会誌・機関誌について

50音
NO.

学会名 学会誌・機関紙名 創刊年 年間発行数 市販の有無 投稿権の範囲 査読の有無 出版言語 アクセス権の範囲 特記事項

21 日本交通心理学会 交通心理学研究 1985年 年１巻１号
会員のみ配布・

その他※１ 会員のみ 有 日本語 その他※２

※１：会誌のみを購読する購読会員が存在す
る。
※２：会員以外もアクセスできるようJstageに
て公開する作業を最新巻より随時行っており、
過去の巻に関しても公開を準備している。

22 日本行動科学学会 行動科学※１ 1960年 年２回 会員のみ配布※２ 会員および会員の
推薦者

有 日本語・英語 会員のみ

※１：第32巻第１号まで「異常行動研究会
誌」
※２：在庫有りの場合に限り，会員以外の希望
者へ

23 日本行動分析学会 行動分析学研究 1986年 年１巻２号 有 オープン 有 日本語・英語 オープン

24 日本コミュニティ心理学会 コミュニティ心理学研究 1997年 年１巻２号 会員のみ配布
筆頭著者は会員ま

たは名誉会員※ 有 日本語・英語 オープン
※編集委員会から非会員に執筆を委嘱する場合
はこの限りではない。共同著者については 必
ずしも会員である必要はない

25 日本コラージュ療法学会 コラージュ療法学研究 2010年 年１巻１号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 会員のみ
26 日本催眠医学心理学会 催眠学研究 1956年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 会員のみ

質的心理学研究 2002年 年１号 有 会員のみ 有 日本語・英語 オープン
質的心理学フォーラム 2009年 年１号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 オープン

28 日本自閉症スペクトラム学会 自閉症スペクトラム研究 2002年 年１巻２号 有 会員のみ 有 日本語 オープン

日本自閉症スペクトラム学会としての書籍
・『自閉症スペクトラム児・者の理解と支
援』、教育出版、2005
・『自閉症スペクトラム辞典』、教育出版、
2012
・20周年記念誌として、『新たな未来へ』、東
信堂、2021
・新版clisp-dd 発達検査(トップダウン編)、
チェックリスト、千葉テストセンター、2023

29 日本社会心理学会 社会心理学研究 1985年 年１巻３号 有 会員のみ 有 日本語・英語 オープン
30 日本自律訓練学会 自律訓練研究 1979年 年１巻２号 有 会員のみ 有 日本語・英語 会員のみ

心理学研究 1926年 年１巻６号 有 オープン 有 日本語 オープン
Japanese Psychological Research 1954年 年１巻４号 有 オープン 有 英語 オープン
心理臨床学研究 1983年 年１巻６号 有 会員のみ 有 日本語 会員のみ
Online Journal of Japanese Clinical
Psychology

2015年 年１巻 その他※ 会員のみ 有 英語 オープン
※会員への配布および市販は行なわず、イン
ターネット上に掲載

33 日本ストレスマネジメント学会 ストレスマネジメント研究 2002年 年１巻２号 有 会員のみ 有 日本語 オープン
J-STAGE：
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/sutoma
ne/-char/ja

31 日本心理学会

32 日本心理臨床学会

27 日本質的心理学会
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https://www.jstage.jst.go.jp/browse/sutomane/-char/ja


2-4．学会誌・機関誌について

50音
NO.

学会名 学会誌・機関紙名 創刊年 年間発行数 市販の有無 投稿権の範囲 査読の有無 出版言語 アクセス権の範囲 特記事項

34 日本青年心理学会 青年心理学研究 1987年 年１巻 ２号 有 会員のみ 有 日本語・英語 オープン
J-STAGE
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jsyap/-
char/ja

35 日本生理心理学会 生理心理学と精神生理学 1983年 年１巻２号 有 会員のみ 有 日本語・英語 オープン
36 日本動物心理学会 動物心理学研究※ 1933年 年１巻２号 会員のみ配布 オープン 有 日本語・英語 ※前身誌『動物心理』

特殊教育学研究 1961年 年１巻５号 有 会員のみ 有 日本語 オープン
Journal of Special Education
Research

2013年 年１巻２号 有 筆頭は会員のみ 有 英語 オープン

38 日本乳幼児医学・心理学会 乳幼児医学・心理学研究 1992年 年１巻 ２号
会員のみ配布・

その他※１ 会員のみ 有 日本語 その他※２

※１：その他、申し込みがあればバックナン
バーを実費で配布している。
※２：会誌のWEB公開は現時点では行ってい
ない。発行済み会誌の目次のみ学会ホームペー
ジで公開している。

39 日本人間性心理学会 人間性心理学研究 1983年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 会員のみ
40 日本認知・行動療法学会 行動療法研究 1976年 年１巻３号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 オープン
41 日本認知心理学会 認知心理学研究 2004年 年２号 会員のみ配布 オープン 有 日本語・英語 会員のみ

42 日本パーソナリティ心理学会 パーソナリティ研究※ 1993年 年１巻３号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 オープン
※「性格心理学研究」として創刊し、2003年
（第12巻）より「パーソナリティ研究」に改
称

43 日本バイオフィードバック学会 バイオフィードバック研究 1973年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 オープン

44 日本箱庭療法学会 箱庭療法学研究 1988年 年３号 会員のみ配布 会員のみ 有
日本語・英語・

その他（独語等）
会員のみ

J-STAGEを通して、論文以外の巻頭言、書評等
についてのみアクセス可能（論文については、
臨床事例を扱ったものが多いため）

45 日本発達心理学会 発達心理学研究 1990年 年１巻４号 有 会員のみ 有 日本語 会員・オープン※
※刊行から1年以内は会員のみがアクセス可
（PW付）となる。1年後に会員以外も自由に
アクセスできる

46 日本犯罪心理学会 犯罪心理学研究 1964年
年１巻２号と

特別号
有 会員のみ 有 日本語・英語 オープン

47 日本福祉心理学会 福祉心理学研究 2004年 年１巻１号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 会員のみ

48 日本ブリーフサイコセラピー学会 ブリーフサイコセラピー研究 1992年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 会員のみ
CiNii,医学中央雑誌を通じて抄録にはアクセス
可能

マイクロカウンセリング研究 2005年※１ 原則年１巻 会員のみ配布 原則会員のみ※２ 有 日本語・英語 会員のみ

ニュースレター 年２回

50 日本森田療法学会 日本森田療法学会雑誌 1990年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 会員のみ
51 日本遊戯療法学会 遊戯療法学研究 2002年 年１巻１号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 会員のみ
52 日本リハビリテイション心理学会 リハビリテイション心理学研究 1973年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語 オープン

53 日本理論心理学会 理論心理学研究 2000年
原則１年１巻１

号
有 会員のみ 有 日本語

49 日本マイクロカウンセリング学会

※1：学会創設の時期であり、それ以前に研究
会時代の創刊もある。
※2：会員外との共同研究者を含めるといっ
た、柔軟性がある

37 日本特殊教育学会
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https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jsyap/-char/ja


2-4．学会誌・機関誌について

50音
NO.

学会名 学会誌・機関紙名 創刊年 年間発行数 市販の有無 投稿権の範囲 査読の有無 出版言語 アクセス権の範囲 特記事項

54 日本臨床心理学会 臨床心理学研究※ 1962年 年１巻２号 会員のみ配布 会員のみ 有 日本語・英語 会員のみ

※「臨床心理」名で創刊し、1964年の日本臨
床心理学会設立後に改称）
研修の開催等の情報提供として、1965年創刊
の「クリニカルサイコロジスト」を、会員に年
数回配布

55 日本臨床動作学会 臨床動作学研究 1995年 年１巻１号 有※１ 会員のみ 有 日本語 オープン※２

※１：学会員に配布すると同時に，年次大会や
学会主催研修会において，会員・非会員問わず
バックナンバーの販売を実施している。
※２：「臨床動作学研究28巻」より、研究論
文をJSTAGEにおいて公開している。
「日本臨床動作学会会報」を，年1号刊行して
いる。

56
包括システムによる
日本ロールシャッハ学会

包括システムによる日本ロール
シャッハ学会誌

1997年 年１巻１号 有 会員のみ 有 日本語 オープン
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50音
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学会名 賞の名称 制定年 対象（対象者等） 特記事項

優秀論文賞 2021年
前年度刊行の「産業・組織心理学研究」に掲載された論文（原著論文、展望論文、実践報告）から選
考する。ただし、審査対象論文は、編集委員会の審査を経て掲載された論文であり、招待論文や部門
別研究会報告などは除く。

優秀学会発表賞 2015年

以下のすべてを満たす者のうち、本賞の選考を受けることを申し出た者とする。【規程第３条より】
１．当該年度の４月１日において、年齢が30 才以下の者、あるいは、大学院在籍中の者。
２．当該年度の年次大会において研究発表を申し込んだ責任発表者。
３．本賞を受賞した経験がない者、あるいは、本賞の受賞を辞退した経験がない者。

2 日本EMDR学会 研究発表優秀賞 2018年 会員で入会して5年以内または40歳未満 副賞の授与は論文が刊行された場合のみ。
3 日本イメージ心理学会 なし

研究奨励賞 2009年
LD等の教育に関する優れた実践者であり、その成果を本学会機関誌に投稿している実践者、ならびに
LD等に関する独創的な研究を行い、その成果を本学会機関誌に投稿している研究者

発表奨励賞 2009年 本学会大会等において研究発表・シンポジウム等を数多く行っている者
学会功労賞 2009年 本学会の円滑な運営のために尽力し、本学会の発展と向上に多大な貢献をしている者

5 日本応用教育心理学会 なし
学会賞
（論文賞、奨励賞）

1997年度 機関誌『応用心理学研究』に掲載された論文を対象に選考する。

優秀大会発表賞 2010年度 年次大会の口頭発表、ポスター発表の中から、優秀な発表を投票により決定する。
一般社団法人 日本カウンセリング
学会賞

2009年 本会の発展に顕著な功績を残したもの

一般社団法人 日本カウンセリング
学会記念賞（学校カウンセリング
－松原記念賞）

2000年 学校カウンセリングに関する研究または著書で優れた業績をあげたもの

一般社団法人 日本カウンセリング
学会奨励賞

1978年
日本におけるカウンセリング学に関する学術的研究と実践的活動を若い会員に奨励するために、優れ
た研究者並びに実践者

学会賞 1998年 学会の発展・質の向上に対し、顕著な功労を残した会員
奨励賞 1998年 学生相談に関して優れた研究または実践活動を行った会員
研究奨励賞 2001年 学会の発展と活動に貢献した会員
学会功労賞 1992年 機関誌「家族心理学研究」に掲載された論文を対象に選考する。

石隈利紀学校心理学貢献賞 2013年
受賞前年度の末日で、25歳以上の正会員であり、正会員歴が原則３年以上の者とし、かつ学校心理学
実践の発展普及に顕著な功績を納めた者。学校心理学の学術振興に顕著な功績を納めた者。学校心理
学の教育振興に顕著な功績を納めた者。その他、教育振興に顕著な功績を納めた者。

大会発表賞 2007年 本会大会において、ポスター発表、口頭発表等で筆頭発表者として５回以上の発表をしている者
学術貢献賞 2014年 「感情心理学研究」に３回論文が掲載され，感情心理学の研究に特に貢献をした方
「感情心理学研究」
優秀論文賞

2007年 本学会学会誌の論文の中で，感情心理学に特に重要な貢献をした著者

大会優秀発表賞 2005年
当該年度の年次大会（以下、大会とする）における研究発表中，学術的・社会的・教育的意義などの
観点から，総合的に判断して最も優れていると評価される研究発表をしている方

10 日本学校心理学会

11 日本感情心理学会

9 日本家族心理学会

6 日本応用心理学会

7 日本カウンセリング学会

1 産業・組織心理学会

日本LD学会

2009年から2023年まで：実践奨励賞、優秀論文賞
2024年から「実践奨励賞」と「研究奨励賞」を統合し、「研究奨
励賞」へ変更。「優秀論文賞」は廃止。
2024年から「学会発表奨励賞」を「発表奨励賞」へ名称変更

8 日本学生相談学会
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優秀論文賞 2006年
学会誌『基礎心理学研究』の各巻に掲載された原著論文，研究ノート，評論のうち優れた論文に対し
て授与するもので、著者に本学会会員を含むものから選ぶものとする

優秀発表賞 1997年
年次大会の開催年度末日において，発表者（連名発表の場合はその筆頭者）の年齢が35歳未満である
若手研究者の優秀な発表を表彰するもの

13 日本キャリア・カウンセリング学会 学会賞 2002年
学会の諸活動を含む産業カウンセリング領域で優れた業績（学会活動の普及、産業カウンセリングの
実践、学会への貢献など）をおさめた個人または団体に贈る

研究大会優秀発表賞 2019年
当該年度の研究大会における個人研究発表において優秀であると認められた発表を表彰するもの。な
お、１）40歳未満、２）学部あるいは大学院に在籍中、３）学部あるいは大学院を修了後、3年以内の
いずれかに該当する会員が対象となる。

研究奨励賞（仙﨑賞） 2006年 日本キャリア教育学会会員として優秀な研究論文を発表した若手研究者
学会功労賞 2006年 本学会の運営に顕著な功績があった個人、もしくは個人を中心とする団体
学会賞（藤本賞） 2004年 本学会の発展に顕著な功績があった個人、もしくは個人を中心とする団体

15 日本教育カウンセリング学会
サイエンティストプラクティショ
ナー賞、優秀論文賞

2010年 研究発表大会での継続発表者、論文掲載者

優秀論文賞 2002年
選考対象となる論文は，当該年度に機関誌『教育心理学研究』に発表された全論文のうち，城戸奨励
賞の選考対象とならない論文である。ただし年度とは１月１日から12月31日までをさす。

城戸奨励賞 1965年
選考の対象となる論文は，その執筆者が公刊時において，35 歳未満である者に限る。２名以上の共同
執筆の場合，そのすべての執筆者が 35 歳未満であることを要する。

17 日本教授学習心理学会 なし

優秀学会発表賞 2006年
第1著者である発表者が、発表時点において大学院在学中の者、または大学院修了後（退学後）５年以
内の者

優秀論文賞 1988年 前年度刊行の「実験社会心理学研究」掲載論文の中から
19 日本K-ABCアセスメント学会 なし

大会優秀発表賞 2016年 一般社団法人日本健康心理学会の年次大会において優れた発表を行った研究者を表彰
アーリーキャリアヘルスサイコロ
ジスト賞※ 2017年

日本健康心理学会に所属する若手研究者およびEarly Career研究者による国際学会大会での優れた発表
を表彰

本明記念賞 1997年
前年に発行された『健康心理学研究』（Vol.29より，Journal of Health Psychology Researchに改
称）からもっとも優れた論文が選出

功労賞 2022年 本学会の発展に大きく貢献した会員
学会賞 2022年 著しく優れた研究や実践活動を行った会員
優秀発表論文賞 2009年 年次大会において優れた成果を発表した会員

22 日本行動科学学会 なし
論文賞 2002年 前回の選考以降に発行された機関誌に掲載されたすべての論文

実践賞 2002年
社会的な問題の解決のために行動分析学を活用し実績をあげている個人や組織を、会員・非会員を問
わずに対象とする。

若⼿研究者優秀発表賞 2018年
年次⼤会における「若⼿研究者⼝頭発表セッション」に主発表者として受理され、優秀発表賞の審査
対象となる意思を表明した学会員を対象とする

23 日本行動分析学会

20 日本健康心理学会

※2013年にヤングヘルスサイコロジスト賞として制定し，
2017年にアーリーキャリアヘルスサイコロジスト賞に改称

21 日本交通心理学会

16 日本教育心理学会

18 日本グループ・ダイナミックス学会

12 日本基礎心理学会

14 日本キャリア教育学会
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優秀論文賞 2019年
年度に機関誌『コミュニティ心理学研究』に発表された学会員の論文のうち、特に優秀な論文に対し
て授与する。

出版賞 2019年
当該年度に発行された、学会員が筆頭あるいはそれに準ずる立場で監修・編集・執筆したコミュニ
ティ心理学に関連する著作のうち、特に優れた著作

優秀発表賞 2019年
当該年度の大会における学会員の発表のうち、口頭発表およびポスター発表において、それぞれ特に
優秀な発表に対して授与

奨励賞 2019年
本学会の大会において口頭あるいはポスター発表を、単独あるいは筆頭で３回以上行った者に    対し
て授与。

若手学会員研究・実践奨励賞 2003年
満40歳未満の者またはその要件を満たす研究グループ   ただし、既に大学等の常勤職に就いている者
は除く。

日本コラージュ療法学会奨励賞 2018年 毎年，正会員の中から学術的にすぐれた業績を選ぶ。
特別賞 2020年 学会創設・運営・学術などにとくに功績が評価された場合のみ。
ベストプレゼンテーション賞 2014年 学術大会の口頭発表及びポスター発表のうち、優秀と認められた発表者
学会賞
奨励賞
国際フロンティア奨励賞 2014年 若手研究者
論文賞 2009年度 前年度・前々年度に刊行された『質的心理学研究』掲載の論文より、３編程度が選出
特別賞 2009年 本学会に対して特に多大な貢献をした人物を顕彰する。
研究奨励賞 2016年 研究を続けている方たちを対象にしている。
実践研究賞 2016年 どちらかというと若手の研究者たちを対象にしている。

論文賞 2003年度

前年度、機関誌「社会心理学研究」に掲載された論文の著者
1.優秀論文賞：総合的にみて優れた研究業績と認められるもの。
2.奨励論文賞：研究の着想、理論化の試み、データ収集の方法やデータ解析の新たな手法等において
独創的を持つ研究、若手研究者による優れた研究など、当学術領域の発展に寄与することが期待され
る業績に与えられるものとする。

出版賞 2003年度
1.出版賞の候補となるものは、会員を主要編著者とする著作である。
2.選考の対象となる著作は、前年度に出版され、選考委員会が候補になりうると判断したものとす
る。

独創研究内山記念賞 2003年 自律訓練法に関連する極めて優れた研究成果を上げた会員
池見研究奨励賞 1993年 各年の機関誌（自律訓練研究）掲載論文の中で最優秀とされた論文の筆頭著者
ＪＭＩ記念賞（日本生産性本部に
より授与）

1989年 自律訓練法の学術的発展と社会的応用に多大な貢献をした会員

シチズン・サイコロジスト奨励賞 2019年 認定心理士

大会発表賞 2013年
学術大会の一般発表（口頭及びポスター発表）のうち優秀と認められたものを優秀発表賞，優秀発表
賞のうち特に優秀なものを特別優秀発表賞とし顕彰する。

国際賞 2006年

特別賞：国際的に特段に優れた研究業績をあげ日本の心理学の発展に寄与した者。オリジナルで国際
的な研究業績を中心に広く評価を行う。
功労賞：国際学会の設立，実施，運営，その他国際的な活動に功績のあった者。国際的な活動実績で
評価を行う。
奨励賞：国際的に優れた業績を持つ中堅・若手の心理学者。国際学会での発表，国際誌に掲載された
論文等研究業績で評価する。

優秀論文賞 2002年
前年度の“心理学研究”の原著論文、研究資料および”Japanese Psychological Research”のOriginal
Articleの中から優秀な論文と認められたものを選考する。

31 日本心理学会

※心理学ミュージアム優秀作品賞：作品の募集と賞選考は
2019年をもって休止

29 日本社会心理学会

30 日本自律訓練学会

27 日本質的心理学会

28 日本自閉症スペクトラム学会

25 日本コラージュ療法学会

26 日本催眠医学心理学会

24 日本コミュニティ心理学会
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学会賞 1991年 本会の諸活動を含む心理臨床学領域で優れた業績をおさめた個人または団体
奨励賞 1991年 本会学会誌に論文が掲載され、心理臨床学の発展に貢献できると認められた若手の個人
優秀論文賞(山中寛賞) 2019年 「ストレスマネジメント研究」に掲載された原著論文
奨励研究賞(冨永良喜賞) 2019年 「ストレスマネジメント研究」に掲載された論文(種別を問わない)

34 日本青年心理学会 学会賞 1998年 機関誌「青年心理学研究」に掲載された原著論文および資料論文

35 日本生理心理学会 優秀論文賞 2000年
当該年度の機関誌『生理心理学と精神生理学』に掲載された、原著、短報、テクニカルノート、評
論、および特集論文のうちの公募によって掲載されたものの中から，卓越した優秀な論文を投稿した
者

優秀論文賞 2017年 動物心理学研究に掲載された研究、総説、資料
学会賞 2011年 動物心理学の発展と振興を目的として、その研究に特段に優れた功績のあった会員

大会発表奨励賞 2010年
若手研究者を育成し、その研究を奨励することを目的として、年次大会において優れた研究発表を
行った者

フューチャーリサーチアワード 2021年 若手研究者の育成を目的として、年次大会において優れた研究発表を行った者

実践研究賞 2004年
前年度「特殊教育学研究」・「Journal of Special Education Research」に発表された実践研究論文
で、執筆者が実践分野の職場に勤務する会員であるこ

研究奨励賞 1989年
前年度「特殊教育学研究」・「Journal of Special Education Research」に発表された原著論文で、執
筆者が受理時において40歳未満の会員であること

38 日本乳幼児医学・心理学会
日本乳幼児医学・心理学会大会優
秀発表賞

2014年
優秀発表賞は年次大会の発表のうち、特に優れていると認められ、かつ発表時点で満40歳以下の学会
会員を筆頭発表者とするものに対して授与する。

ロジャース賞 2023年 人間性心理学領域で近年優れた研究業績または実践活動が認められる個人。
奨励賞 2015年 人間性心理学領域で近年優れた研究業績または実践活動が認められる個人や団体。

学会賞 2006年
人間性心理学領域で優れた研究業績及び実践活動が認められ，学会に対して長年の貢献があった個人
や団体。

ダイバーシティ推進研究ポスター
賞

2020年 年次大会においてダイバーシティ推薦ポスター賞にエントリーし、ポスター発表を行なったもの

ポスター発表賞 2019年 年次大会においてポスター発表賞にエントリーし、ポスター発表を行なったもの

内山記念賞 1984年
学会員で、当該年度に機関誌『行動療法研究』に掲載された原著論文および実践報告の執筆者の中か
ら選考

優秀論文賞 2021年 「認知心理学研究」掲載者

独創賞 2005年

日本を主たる研究活動拠点として認知心理学の研究をおこなっている存命中の研究者を選考の対象と
する。国籍は問わない。会員であることは条件としない。
外国の研究機関に所属している研究者は除外する。ただし、外国の研究機関に所属していても、日本
で主たる教育を受けた研究者が日本の研究機関を主たる所属機関としていた期間中におこなった研究
は選考対象とする。
選考委員会の委員は、任期中は対象から除外する。

優秀発表賞 2003年

以下の条件を満たし，かつ当該年度の認知心理学会大会における発表が，以下のような賞に値すると
会員から推薦された者のうち，日本認知心理学会優秀発表賞選考委員会が選考した者。
条件：
①発表年度および授賞年度に本学会正会員であること．
②所定の成果発表手続きを完了していること．

40 日本認知・行動療法学会

41 日本認知心理学会

37 日本特殊教育学会

39 日本人間性心理学会

33 日本ストレスマネジメント学会

36 日本動物心理学会

32 日本心理臨床学会
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詫摩武俊賞（優秀論文賞）※１ 2016年
学会機関誌「パーソナリティ研究」所載の論文の中から、巻ごとに、パーソナリティ心理学の研究に
大きく貢献する「原著」を執筆した会員に詫摩武俊賞（優秀論文賞）を授与する。

奨励論文賞※２ 2016年
学会機関誌「パーソナリティ研究」所載の論文の中から、巻ごとに、パーソナリティ心理学の研究に
大きく貢献する「ショート・レポート」を執筆した会員に奨励論文賞を授与する。

優秀大会発表賞 2001年 年次大会において最も優秀な研究発表を行った会員
43 日本バイオフィードバック学会 なし

学会賞 1999年 3年以上引き続き本会正会員で本会の発展に寄与するところが大きかった者

河合隼雄賞 1999年
3年以上引き続き本会正会員で受賞を機会に研究・実践活動がより発展することが期待できる将来性の
ある者

国際奨励賞 2018年 当該年度の４月１日時点で満45歳以下の会員
学会賞 1991年 「発達心理学研究」に掲載された原著論文・展望論文の執筆者

46 日本犯罪心理学会 研究奨励賞 2007年
選考年度の前年度の４月１日現在から選考時点まで継続して著者全員が本学会の正会員であり、かつ
少なくとも筆頭研究者においては論文の刊行年度の４月１日現在で40歳未満の者が発表したもの

47 日本福祉心理学会 検討している
特別賞 2001年 ブリーフサイコセラピー領域における優れた業績をおさめ，本学会の活動に多大な貢献をした者
学会賞 1998年 正会員のうちブリーフサイコセラピー領域および本学会の活動に多大な貢献をした者
宮田研究奨励賞※ 1997年 45才未満の正会員のうち奨励に値する優れた研究をおこなった者
福原奨励賞 2008年 会員　マイクロカウンセリングに関連ある研究ならびに論文
公益信託　福原心理教育研究振興
基金
ICP（国際心理学者会議）　The
Fukuhara Award

学会奨励賞 2013年
日本森田療法学会会員で、森田療法の臨床、研究に携わり、特に将来性に富む臨床活動または研究を
行った者

森田正馬賞 1990年 日本森田療法学会会員で、森田療法の臨床、教育、研究において長年にわたり多大な貢献を果した者

51 日本遊戯療法学会 奨励賞 2018年
遊戯療法に関連する優れた研究・実践活動を評価の対象とし、3年以上正会員で、遊戯療法に関する研
究・実践活動をより発展させることが期待できる者

学会賞 常任理事会の推薦する者
奨励賞 常任理事会の推薦する者

53 日本理論心理学会 なし
54 日本臨床心理学会 なし
55 日本臨床動作学会 なし 現在，優秀論文賞・研究奨励賞の制定を検討している。

56
包括システムによる
日本ロールシャッハ学会

なし

52 日本リハビリテイション心理学会

49 日本マイクロカウンセリング学会

50 日本森田療法学会

45 日本発達心理学会
大会発表奨励賞を2018年3月の第29回大会において試験的に
施行した。

48 日本ブリーフサイコセラピー学会 ※2012年より、「研究奨励賞」から改称

42 日本パーソナリティ心理学会

※１：2024年より「学会賞」から改称
※２：2024年より「奨励賞」から改称

44 日本箱庭療法学会
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2-6．経常的連携・国際的活動について

50音
NO.

学会名

1 産業・組織心理学会 なし なし あり
国際関係担当理事より海外へ向けて情報発信を
行う等

2 日本EMDR学会 あり

EMDRIA、EMDR Asia、EMDR　Europe

あり

国内で実施の学会参加のポイントを連携先でも
認定してもらう。
国内で実施の研修修了を連携先でも認定しても
らう。
参加費の会員価格扱い。

なし

3 日本イメージ心理学会 なし なし なし

4 日本LD学会 なし あり

2024年１月に、国際委員がインド・コルカタ
で開催されたInternational Conference
‘Sustainability, Global Diversity, Inclusion &
Culture: Interdisciplinary Perspectives’にて基
調講演を行った。

あり

国際委員会の設置、学会大会時の海外の著名な
研究者による講演およびラウンドテーブルの企
画

5 日本応用教育心理学会 あり University of Delaware, U.S.A.など なし なし

6 日本応用心理学会 なし あり
国際応用心理学会へ参加、発表する会員を援助
している。

あり
「国際交流委員会」を組織している

7 日本カウンセリング学会 なし なし なし

8 日本学生相談学会 なし あり

・Association for University and College
Counseling Center Directors(AUCCCD)　との
交流、American College Health Association
annual meeting 2023［米国大学保健管理研究
集会］との交流
・大会における交流
第40回大会　海外在籍会員が研究発表
第41回大会　海外講師によるWS、AUCCCD会
長による講演、交流会の開催

なし

9 日本家族心理学会 なし なし なし
2025年、国際家族心理学会と日本家族心理学会
の共済（於：東北大学） が予定されている。

10 日本学校心理学会 なし なし なし

11 日本感情心理学会 あり
経常的連携はないが、国際感情学会
（Internatonal Society for Reseach on
Emotion: ISRE）と関係を有している。

なし あり

12 日本基礎心理学会 なし なし なし
13 日本キャリア・カウンセリング学会 なし なし なし

14 日本キャリア教育学会 あり

International Association for Educational and
Vocational Guidance (IAEVG)／Asia Regional
Association for Career
Development(ARACD)・研究大会の共催など

ある

国際交流セミナー、IAEVG大会でのシンポジウ
ム、IAG CGWGのGlobal Career Monthでの
country report報告、マレーシアUPMと韓国
NYPIとの国際会議、ICYOUTH2023での発表、
日韓ラウンドテーブル

あり

本学会はIAEVGの団体会員であるため、学会員
は国際大会において参加費の割引制度が適用さ
れる他、IAEVGの電子ジャーナルにアクセスで
きる

15 日本教育カウンセリング学会 なし なし なし
16 日本教育心理学会 なし なし なし

経常的連携の有無および連携機関やその内容
過去4年以内の国際交流活動実績の有無および

活動実績の内容
国際化促進のための制度の有無および制度の内容
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2-6．経常的連携・国際的活動について

50音
NO.

学会名 経常的連携の有無および連携機関やその内容
過去4年以内の国際交流活動実績の有無および

活動実績の内容
国際化促進のための制度の有無および制度の内容

17 日本教授学習心理学会 なし なし なし

18 日本グループ・ダイナミックス学会 なし なし あり
英文論文校閲制度、アジア社会心理学会大会発
表旅費支援制度

19 日本K-ABCアセスメント学会 なし なし なし

20 日本健康心理学会 あり

European Health Psychology Society

あり

オンラインによるミーティングへの参加

あり

一般社団法人日本健康心理学会研究推進委員会
「国際学術雑誌」投稿支援制度※

支援の対象となる学術雑誌
・Health Psychology Review
・Health Psychology
・International Journal of Clinical and Health
Psychology
・British Journal of Health Psychology
・Journal of Health Psychology
・Psychology & Health

※2016年4月より、研究推進委員会では、日本
の健康心理学研究のプレゼンス向上を目的に、
本学会員の健康心理学分野の国際学術雑誌への
掲載を促すための支援制度を設けた。本学会の
重要なミッションのひとつとして、国民に対し
て健康心理学分野の質の高いエビデンス（頑健
な基礎研究の成果、介入研究の効果検証の結
果）を供給できる研究者の組織であることが求
められる。そのためには、日本の健康心理学者
が国際的に評価の高い学術雑誌に積極的に投稿
し、掲載されることが必要であると考え，いず
れも健康心理学関連で国際的評価の高く、学術
的な影響力も大きい雑誌を支援対象とする。

21 日本交通心理学会 なし なし あり
国際会議等参加旅費補助制度：国際学会で発表
する者へ参加費や旅費を支援する制度。

22 日本行動科学学会 なし なし なし

23 日本行動分析学会 なし あり
国際行動分析学会年次大会における活動報告
（毎年1回）

あり
学生会員の国際大会での研究発表への助成を
行っている

24 日本コミュニティ心理学会 なし あり
2023年7月21日～23日「第一回アジア・国際コ
ミュニティ心理学セミナー」後援

なし

25 日本コラージュ療法学会 なし なし なし

ICP2016において，イギリスの芸術療法家Janek
先生を迎えて「日本のコラージュ療法のはじま
りと発展過程」を発表した。
Moritani Hiroyuki，Nishimura Yoshifumi,
Yamagami Eiko，Dubowski Janek K
2016.7.26　Invited Symposium; The
potentiality of Collage therapy-The beginning
and development of Collage therapy in Japan,
ICP2016 ,Yokohama.

26 日本催眠医学心理学会 あり
The International Society for Hypnosis　団体
会員

なし なし

27 日本質的心理学会 なし あり

日本質的心理学会第18回大会（2021年10月23
日～24日）を「The First Trans-Asian
Meeting on Psychological Methods」と命名
し、韓国心理測定評価学会と共同でいくつかの
シンポジウムや若手研究者交流会などを行っ
た。日韓共同宣言も発出した。

あり

海外に向けてオリジナルな研究を発信し、海外
の研究者との共同研究を推進する質的研究者を
育てるための制度として、「国際フロンティア
奨励賞」を設けている。

国際交流担当常務理事を新設し、年次大会にて
理事会主催の国際シンポジウムを行っている。
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2-6．経常的連携・国際的活動について

50音
NO.

学会名 経常的連携の有無および連携機関やその内容
過去4年以内の国際交流活動実績の有無および

活動実績の内容
国際化促進のための制度の有無および制度の内容

28 日本自閉症スペクトラム学会 なし なし なし

29 日本社会心理学会 なし あり
日本社会心理学会第62回大会（2021年8月26
日・27日）に海外ゲストスピーカー4名を招聘
し、招待講演を4件実施した（オンライン）。

あり
若手会員の優れた研究の海外における学会発表
を支援するために、「大学院生・若手研究者海
外学会発表支援制度」を設けている。

30 日本自律訓練学会 あり
ISATAP: International Society of Autogenic
Training & Psychotherapy・世界各国の自律訓
練法に関する学会の連合組織

あり
ISATAP関連の学術大会等への参加者派遣

あり
学会内に国際交流委員会を常設、国際交流基金
の積立て

31 日本心理学会 あり

MOUの締結 (前回回答以降，連携機関追加) シ
ンガポール心理学会
IUPsyS National Memberとして参加 あり

大会時国際委員会企画シンポジウム
日中韓三カ国シンポジウム・日中韓三カ国会議
2023韓国，2022中国(web)，2021日本
(web)，2020韓国(web)

あり

国際会議旅費補助制度
2023年度：7名／2022年度：7名／2021年度：
コロナ禍の為実施せず／2020年度：7名

32 日本心理臨床学会 なし なし あり
国際交流助成制度。国際学会もしくは海外研修
会参加者に対して最高で15万円までの助成を行
う。

33 日本ストレスマネジメント学会 なし なし なし

34 日本青年心理学会 なし なし あり
2014年に国際交流委員会を設置、国際化を推
進

35 日本生理心理学会 あり
国際心理生理学機構（International
Organization of Psychophysiology）連携学会

あり
IOP2023（ジュネーブ）に会員が参加し，参加
報告を学会機関誌に掲載した。

なし

36 日本動物心理学会 なし なし

担当
理事
の常
設

37 日本特殊教育学会 なし なし なし
38 日本乳幼児医学・心理学会 なし なし なし

39 日本人間性心理学会 なし なし あり
国際交流助成プログラムとして国際学会での発
表、国際共同研究／プロジェクトなどの活動に
対して助成制度を設置している。

40 日本認知・行動療法学会 あり
世界行動療法認知療法会議（WCBCT）、アジ
ア認知行動療法会議（ACBCT）正会員

なし あり
国際交流委員会の設置、WCBCT、ACBCTでの
発表者への助成

41 日本認知心理学会 あり 韓国認知生物心理学会，相互若手研究者派遣 なし あり 英語での発表促進，など

42 日本パーソナリティ心理学会 なし あり

経常的研究交流委員会が中心となり，年次大会
への海外機関の研究者招聘を行っている。

あり

国際学術交流を奨励する目的で，2024年度よ
り，本学会の院生会員1名をヨーロッパパーソ
ナリティ心理学会（European Association of
Personality Psychology；EAPP）が主催する
SSPS（Summer School of Personality
Science）へ派遣する予定。参加補助額を支給
予定。

43 日本バイオフィードバック学会 なし なし あり 国際交流委員会の設置
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2-6．経常的連携・国際的活動について

50音
NO.

学会名 特記事項経常的連携の有無および連携機関やその内容
過去4年以内の国際交流活動実績の有無および

活動実績の内容
国際化促進のための制度の有無および制度の内容

44 日本箱庭療法学会 あり

・当会は、国際箱庭療法学会（ISST）の国別
組織である日本国際箱庭療法士協会（JISST）
と連携し、ISST理事会に当会の活動や学会誌
発行等の報告を行っている。

あり

当会国際委員がISST理事会および大会へ出席

あり

国際委員会を設置し、会員へISSTの活動報告
や入会の呼びかけを行っている

45 日本発達心理学会 あり
英国心理学会発達部門・キーノートスピーカー
派遣／受入

あり
左記大会においてキーノートスピーカー派遣／
受入

あり
キーノートスピーカー派遣／受入費用一部負担

46 日本犯罪心理学会 なし あり

2021年6月18日~21日に開催されたAsian
Criminological Society 12th Annual
Conferenceにおいて本学会としてテーマセッ
ションを設け参加した。

あり

海外学会情報を委員会で収集しHPなどで公開
している。

47 日本福祉心理学会 なし なし なし

48 日本ブリーフサイコセラピー学会 なし あり

・2019年8月24日(土)：基調講演
Evocative Approaches to Hypnosis and Brief
Psychotherapy: An Ericksonian Perspective：
催眠およびブリーフサイコセラピーへの
evocativeアプローチ：エリクソニアンの視座
～無意識を呼び起こし、目覚めさせるアプロー
チ～　Jeffrey K. Zeig博士（アメリカ　ミルト
ン・H・エリクソン財団所長）
・2019年8月25日(日)：特別ワークショップ
The Practice of Evocative Approaches to
Hypnosis and Brief Psychotherapy：催眠およ
びブリーフサイコセラピーへのevocativeアプ
ローチの実践　～無意識を呼び起こし、目覚め
させるアプローチ～　Jeffrey K. Zeig博士（ア
メリカ　ミルトン・H・エリクソン財団所長）
・2021年6月27日(日)：オンライン特別講演
Better Results : Using Deliberate Practice to
Improve Therapeutic Effectiveness　スコッ
ト・D・ミラー博士　Scott D･Miller, Ph.D.

なし

49 日本マイクロカウンセリング学会 あり

・ICP（International Council of
Psychologists）国際心理学者会議
・IAAP（International Association of Applied
Psychology）国際応用心理学会

あり

・ICP International Council of Psychologists
Regional Conference Tokyo 2020 （Co-
chaired with Naoki Asazuma and Machiko
Fukuhara）
・2022福原眞知子先生が IAAP International
Association of Applied Psychology　国際応用
心理学会　から　The IAAP Distinguished
Professional Contributions Award を受賞
（“Outstanding contributions to the
international advancement of the practice of
psychology”）

あり

ICP Interest Groupを通してUptodateな研究
ネットワーキングに関するプランを進行中
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2-6．経常的連携・国際的活動について

50音
NO.

学会名 特記事項経常的連携の有無および連携機関やその内容
過去4年以内の国際交流活動実績の有無および

活動実績の内容
国際化促進のための制度の有無および制度の内容

50 日本森田療法学会 あり
国際森田療法学会

あり
2023年9月　国際森田学会大会（バンクーバ）
の開催

なし

51 日本遊戯療法学会 あり
韓国遊戯治療学会や台湾遊戯療法学会との交流

あり
韓国遊戯治療学会や台湾遊戯療法学会との交流

なし
2024年度年次大会（第29回大会）でシンポジウ
ム「世界のプレイセラピスト養成状況」を企
画。

52 日本リハビリテイション心理学会 あり
心理リハビリテイションを通じた国際連携（マ
レーシア，タイ，韓国等）

あり
韓国公州大学との交流

あり
心理リハビリテイションキャンプスーパーバイ
ザー派遣・トレーナー派遣受け入れ等

53 日本理論心理学会 なし なし なし
54 日本臨床心理学会 なし なし なし
55 日本臨床動作学会 なし なし なし

56
包括システムによる
日本ロールシャッハ学会

あり

・International Society of the Rorschach and
Projective Methods（ISR：国際ロールシャッ
ハ及び投映法学会） → 学会として団体加入し
ている。
・Comprehensive System International
Rorschach Association（CSIRA：包括システ
ムによる国際ロールシャッハ学会） → 姉妹団
体

あり

・ISR第23回大会（2022年7月，ジュネーブ）
の大会長を本学会顧問が務め，scientific
committeeを会員が務めた。
・ISR第24回大会（2024年7月，コペンハーゲ
ン）のscientific committeeを会員が務める。
・2023年5月CSIRA会長（アン・アンドロニコ
フ博士）を招聘しての研修会を実施。

あり

会員の国際的な活動（英語論文の執筆，英語で
の口頭発表，通訳アシスタントなど）の支援の
ための基金（The Shinzaki Fund to support
JRSC's international activities：国際活動支援
新崎基金）がある。
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2-7．各種サービスの実施について

50音
NO.

学会名 その他のサービスや特記事項

1 産業・組織心理学会 なし なし あり 大会参加費等で減額処理をしています。
2 日本EMDR学会 なし なし あり 参加費の割り引き（1,000円程度）

3 日本イメージ心理学会 なし なし あり
参加費は正会員 予約参加費8,000円に対して学生
会員は5,000円。

4 日本LD学会 あり
【学会大会・シンポジウム】
・ HP上での合理的配慮の申出受付 あり

【学会大会・シンポジウム】
・会場により制限はあるが、継続的に実施（業
者へ委託）する方針

あり
【学会大会・シンポジウム】
・会員の参加費と比較し、4,000円程度安く設定
している。

5 日本応用教育心理学会 検討中 検討中 検討中

6 日本応用心理学会 あり
個別に対応

あり
託児支援サービス業者等を利用

あり
院生・学生（会員，非会員）ともに，大会参加
費，研究発表費，懇親会参加費等の負担軽減を
行っている

7 日本カウンセリング学会 あり 大会時にその都度対応しています。 あり 大会時にその都度対応しています。 あり 本会年会費の減免措置

8 日本学生相談学会 あり
大会、研修会時に情報保障を行っている。

あり
託児所を設置している。コロナ禍中は控えていた
が、次回大会は無料で設置予定である。

なし

9 日本家族心理学会 検討中 検討中 あり
被災地の会員の大会参加費減額施策を実施してお
ります。

10 日本学校心理学会 なし なし あり

11 日本感情心理学会 なし あり

学会の年次大会の開催校の可能な範囲で，託児
所を設けています。

あり

年会費：
一般会員8000円／大学院生5000円／学部生4500
円
大会参加費（当日）：
一般会員7000円／大学院生6000円／学部生1500
円

12 日本基礎心理学会 なし なし あり
会員費・学会参加費の割引 学会大会時等における会員サー

ビスは参加費割引以外は開催校
が個別に決定する。

13 日本キャリア・カウンセリング学会 なし なし あり 年会費の減額、新規入会金の免除

14 日本キャリア教育学会 なし

研究大会の運営は開催校（大会実行委員会）の
判断に任されているが、過去に実施されたこと
はない。 なし

研究大会の運営は開催校（大会実行委員会）の
判断に任されているが、過去に実施されたこと
はない。 あり

研究大会の運営は開催校（大会実行委員会）の
判断に任されているが、これまでの大会では全
て実施されている。今年度は、一般会員6,000円
に対して、学生会員3,000円（事前予約）となっ
ている。

15 日本教育カウンセリング学会 なし なし なし

16 日本教育心理学会 あり あり
託児室を設置し，民間の託児サービスに委託し
て，会員には無料で提供している。

あり
・参加費：一般会員11,000円／大学院生の会員
4,000円／学部生1,000円

17 日本教授学習心理学会 なし なし あり

障害を持つ会員への支援サービスの実施・
実施内容や検討内容

会員の子どもの託児支援サービスの実施・
実施内容や検討内容

学生会員への参加費負担軽減等サービスの実施・
実施内容や検討内容
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50音
NO.

学会名 その他のサービスや特記事項
障害を持つ会員への支援サービスの実施・

実施内容や検討内容
会員の子どもの託児支援サービスの実施・

実施内容や検討内容
学生会員への参加費負担軽減等サービスの実施・

実施内容や検討内容

18 日本グループ・ダイナミックス学会 なし なし あり

・国際学会支援制度：正規の学籍を持つ大学院
生、または、大学院博士後期課程入学後6年未満
で、社会心理学の研究・教育に携わる者に対し
て、渡航経費の一部を補助している。
・大会参加費：学部学生には大幅に割り引いて
いる。懇親会費において、院生以下には割引が
ある。

19 日本K-ABCアセスメント学会 検討中 あり 大会開催時の託児支援 あり 学生会員の参加費を設定

20 日本健康心理学会 なし あり

日本健康心理学会第36回大会（2023年12月２日
〜12月３日）にて託児サービスの提供を行っ
た。 あり

大会参加費については，会員は非会員の料金よ
り低い金額を設定している。

日本健康心理学会第36回大会
（2023年12月２日〜12月３日）
にて学部生を対象として参加費
を無料に設定した。

21 日本交通心理学会 なし 検討中
2024年6月に行われる予定の大会では、託児所の
設置を検討している。 あり

通常会員の年間会費が8,000円であるが、学生会
員は2,000円である。また、大会参加費用も学生
会員は負担が軽くなっている。

22 日本行動科学学会 なし あり あり
学生会員はウィンターカンファレンスなどの大
会参加費が軽減されている

23 日本行動分析学会 なし あり

大会開催時に託児サービスを実施

あり

年会費（一般7000円、学生4000円）や大会参加
費、懇親会費等を減額している
また、学生会員年次大会発表助成制度を設立
し、ポスター発表の第1発表者の年次大会参加費
免除および交通費の支援を行っている

24 日本コミュニティ心理学会 なし あり

利用者がそれほど多くないこともあり、託児支
援サービス　を提供できているわけではない
が、こどもを同伴した場合の休憩所や、こども
の世話のために配偶者等を同伴する場合の同伴
者の学会を無料で認めるなどの対応を適宜行っ
ている。

あり

直近の大会における予約参加費は、大学院生は
一般会員の半額、学部生は無料。また研究発表
の責任発表者の大学院生は，大会参加費が免除

25 日本コラージュ療法学会 なし 必要性が生じたら速やかに対処する。 なし 要望があれば，検討する。 あり
26 日本催眠医学心理学会 なし なし あり 参加費の割引

27 日本質的心理学会 あり

障害の種類・特性をふまえ、またニーズを確認
して対応を行っている。たとえば、車椅子を使用
されている方（ALS（筋萎縮性側索硬化症）の方
など）が過去に大会に参加・登壇されたことが
あったが、介助者を含め、受け入れ態勢を整え
るなどの必要な対応を行った。

あり

大会運営委員会の方で、学会会場に託児室を設
けている。

あり

学生会員には毎年、参加費負担軽減の優遇措置
を行なっている。負担軽減の程度は大会運営委
員会の裁量による。

28 日本自閉症スペクトラム学会 あり 検討中
以前は行っていたが、最近はオンライン開催中
心だったので行っていない。今後は検討予定。

あり
参加費を安くしている。
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50音
NO.

学会名 その他のサービスや特記事項
障害を持つ会員への支援サービスの実施・

実施内容や検討内容
会員の子どもの託児支援サービスの実施・

実施内容や検討内容
学生会員への参加費負担軽減等サービスの実施・

実施内容や検討内容

29 日本社会心理学会 あり

ケース・バイ・ケースでの対応になる。
過去には、車椅子介助が必要な参加者に対して介
助者謝金を学会より支払った事例がある。 あり

学会大会開催時の託児施設設営に関する補助

あり

院生会員、および準会員（学部生）について
は、大会参加費を割引きしている。また、大会準
備委員会の裁量で、大学内宿泊施設の斡旋な
ど、院生会員の大会参加に関する費用負担を軽
減する取り組みを行う年度もある。

30 日本自律訓練学会 検討中

大会は、毎年、全国各地区の異なる会場で実施
しているため、一定の対応基準を定めることが難
しく、障害を持つ参加者の情報と要望に応じて
随時対応してきた。たとえば、車椅子で参加する
会員に対して、経路や在室場所の確保、移動の補
助などの措置を行ってきた。

検討中

大会時の託児支援サービスは、会員の必要性に
応じて実施を検討することとしているが、これま
では実施していない。

あり

大会において、学生の場合は、大会参加費及び
情報交換会参加費を一般会員より低額に設定して
いる。

31 日本心理学会 あり

PC通訳や手話通訳，車いす利用に伴う介助，視
覚ガイドヘルプ (道・建物内案内) など。必要と
なるサポート内容や日時を，事前に学会事務局
や大会準備委員会に申し出てもらうこととしてい
る。

あり

学術大会時には，事前予約制の託児室を設けて
いる。託児業務は，専門業者に委託。

あり

学生に対しては，大会参加費，会員交流会（懇親
会）参加費を安く設定している。

32 日本心理臨床学会 あり
聴覚障害を持つ会員が参加する会場に、手話通
訳者の手配を行っている。 あり

年次大会において会場を確保し、出張託児業者
に委託し、託児サービスを行っている。会員の
負担は1日につき2,000円。

あり
大学院修士課程在学会員につき、大会参加費を
通常会員7,000円のところ5,000円としている。同
様に交流会も院生用の料金を設定している。

33 日本ストレスマネジメント学会 あり
要望に応じて，会場の案内などの補助を行って
いる。

検討中
会場の規模等に応じて，託児支援サービスの実
施を検討している。

あり
大会参加費，年会費の軽減措置を行っている。

34 日本青年心理学会 なし あり

大会準備委員会によって対応が異なっている状
態です。第31回大会(2023年度)に関しては「大
会参加者のご家族（お子様を含む）も大会会場
に入場可能です」とし，事前予約制の託児所を
設けていました。

あり

年会費，大会参加費，懇親会費などにおいて学
生会費を設定し，負担軽減を行っています。

35 日本生理心理学会 なし
大会主催者に一任している。これまでの実績はな
い。 なし

大会主催者に一任している。2022～2024年の大
会では託児サービスを実施した。 あり

大会主催者に一任している。最近は，学部生の参
加費は無料。大学院生の割引をした大会もあ
る。

36 日本動物心理学会 なし あり 大会時の設置（大会準備委員会の裁量による） なし

37 日本特殊教育学会 あり
視覚障害のある会員への情報支援
聴覚障害のある会員への情報支援
運動障害のある会員への移動および発表支援

あり
年次大会における託児支援の実施

あり
激甚災害等にともなう会費免除

38 日本乳幼児医学・心理学会 なし なし あり 一般会員と比べて1000円軽減

39 日本人間性心理学会 なし あり
年度によって実施の有無が異なる。実施の場合
は外部業者に委託。

あり
年会費と大会参加費の大学院生への参加費負担
軽減

40 日本認知・行動療法学会 なし あり 大会時に託児所を設けている。 あり 学生の大会参加費負担を軽減している。
41 日本認知心理学会 なし あり 大会開催時の託児 あり 大学学部生、高校生は参加無料
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50音
NO.

学会名 その他のサービスや特記事項
障害を持つ会員への支援サービスの実施・

実施内容や検討内容
会員の子どもの託児支援サービスの実施・

実施内容や検討内容
学生会員への参加費負担軽減等サービスの実施・

実施内容や検討内容

42 日本パーソナリティ心理学会 なし あり
年次大会時に臨時託児所を設置または会期中の
民間託児施設利用者への補助金支給を行ってい
る。

あり
学生会員の大会参加費は、一般会員および院生
会員に比べて減額となっている。

43 日本バイオフィードバック学会 検討中 検討中 検討中

44 日本箱庭療法学会 あり

車椅子でご来場される参加者の駐車スペースお
よび教室内での席の確保。付き添いの方の教室
入口までの同伴等、個別の要望にその都度対応
している。

あり

年次大会にて託児室を設け、参加者の利便性を
図っている。

あり

参加費を「会員」、「非会員」、「大学院生」
の3種設定し、非会員での参加に比べ、費用の負
担を軽減している。

45 日本発達心理学会 あり

参加者で配慮の希望があった場合には、手話通
訳者の参加費は不要で参加できる対応

あり

会期中，託児保育サービス会社に委託運営

あり

正会員の参加費より設定を安くしている。また，
非会員の学部生の参加費を大幅に安く設定してい
る。
追加事項として、2023年度から学生会員に限
り、加入初年度のみ年会費を半額にしている。本
会は年次大会での発表において、前年度（発表
申込年度）と翌年度（発表年度）の年会費が必
要となっている。この時、前年度（発表申込年
度）分の年会費を半額にすることで、新たに会
員になって年次大会で発表しようとする学生会
員をエンカレッジすることを試みている。

46 日本犯罪心理学会 なし なし あり 学会参加費の割引

47 日本福祉心理学会

開設時
より個
別対応
をして
きた

なし

これまでの学会大会では託児支援サービスの
ニーズがなく実施していないが、今後、ニーズが
ある場合は、検討する。

あり

学生会員は大会参加費を正会員より減額してい
る。例えば、2017年度学会大会においては正会
員の大会参加費(予約)は4,000円であるが、学生
会員は2,000と正会員の半額に設定している。そ
の他、懇親会参加費も正会員より減額している。

48 日本ブリーフサイコセラピー学会 検討中 情報保障について検討しています。 あり あり

49 日本マイクロカウンセリング学会 あり
・研修会、学術研究集会に際して　座席などの配
慮
・交通費などの配慮

あり
簡単な会員の子供の預かり支援

あり
研修会もしくは学術研究集会の参加費の減免の
配慮

50 日本森田療法学会 なし なし あり
年1回の学術大会時の参加費を
軽減している。参加費金額は学
術大会開催事務局に一任。

51 日本遊戯療法学会 検討中

大会案内等で、特別な配慮が必要な場合の連絡
方法や対応について、検討中です。

検討中

学会として託児サービスは提供できませんが、可
能な限り近隣の託児施設をご案内できるように
しています。
大会校で対応可能な範囲を検討することや、ハ
イブリッド対応の企画を設定するなど、参加しや
すいように対応を検討しています。

あり

学部生は年会費半額、院生は学会等の参加費を
できる限り減免しています。
大学院生の参加費を別に設定しています。

大会校の采配により、早割料金
を設定するなど工夫していま
す。

ー 35 －
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50音
NO.

学会名
障害を持つ会員への支援サービスの実施・

実施内容や検討内容
会員の子どもの託児支援サービスの実施・

実施内容や検討内容
学生会員への参加費負担軽減等サービスの実施・

実施内容や検討内容

52 日本リハビリテイション心理学会 あり
移動時の介助や案内

あり
学会大会時に託児スペースを設けている。

あり
大学院修士課程以下の学生の会費を低額に設定
している。

53 日本理論心理学会 なし なし あり

年会費を半額にしております。 年次大会におきまして、学生ま
たは若手で、学会に所属してい
ない人も発表ができる「ライジ
ング・スターセッション」を設
けています。

54 日本臨床心理学会 あり
障がいを持つ会員との特定はないが、2023年か
ら月収が15万円以下の正会員を対象として会費
を半額に減免する措置を導入した。

検討中
大会参加者が同伴する障害児の活動・移動支援
サービスを検討している。 あり

学生と特定してはいないが、前記のとおり、月収
が15万円以下の正会員について会費の負担軽減
を行っている。

55 日本臨床動作学会 なし なし あり

学生会員の学術大会参加費に関しては，1,000円
〜2,000円程度の減免
学会主催研修会参加費に関しては4,000〜5,000円
程度の減免をそれぞれ実施している。

56
包括システムによる
日本ロールシャッハ学会

なし なし あり
大会参加費及び学会主催研修会の参加費の割引
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